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昭和51年9月1日 NORCだより 第I9号

第53回理事会報告

1日時昭和51年6月26日15:00～18:00

Ⅱ場所東京都港区芝西久保桜川町2

第17森ビル会議室

Ⅲ出席理事秋田博正飯島元次大儀見薫

清水栄太郎山口久次大谷正彦

鴫田武夫周東英卿名和幸夫

平松栄一松田菊雄横山晃

渡辺修治岡村欽一大矢隆

貴伝名一良岩田行史大原敦

Ⅳ議事

第1号議案船舶職員法及び船舶安全法について

大儀見理事：現行法規のヨットの立場から見た改正点

について，連輸省に陳情を繰り返えしているが，その

際運輸省の担当官からは，外洋帆走ヨットは船舶とし

ての必要条件を備えることの方か先決問題である旨指

摘されている。本日は特に小型船舶の船籍票の問題に

ついて，理事各位に審議して頂くが，その前に過去2

回に亘る陳情の経緯と事情なと．について山口理事から

説明してもらいます。

山口理事：昨年及び本年3月の2回に亘|)連続陳情し

ているが，その提出時期は1975年の太平洋横断レース

及び第3回沖繩・東京レース直前に陳情しているので、

運輸省の担当官はこれらレースを通じて，ヨットの外

洋性や耐航性に深い関心を示しているが，その反面こ

れらの陳情には毎回20総トン以上の参加申込み艇の，

「船舶職員の軽減措置について」のお願いをも併せて

行っている関係上、連輸省は、軽減措置をOKとした

事で、陳情書全体が謂わば，「一件落着」した如く考

えられている様で，我々に最も関心のある「現行海事

法規改正」の要望事項は当局で十分に審議されていな

い様に思われるので,NORCとしては少々焦りさえ

感じている。毎回行なっている陳情内容の項目は，

(1)外洋帆走艇の特殊性を法体形の中に採り入れる。

(2)外洋帆走艇の乗船履歴公認の問題。

(3)小型船舶操縦士免状，但しヨットに限る等限定免

許制度について。

(4)限定免許に関連し，免許試験の内容をヨットに適

応したものに改めたい。

（5）実技試験艇にはヨットを使用してほしい。

以上は船舶職員法関係であるが船舶安全法関係では

外洋帆走艇のトン数を定める簡易積量測度規程につ

いて。

改正の要望事項は余りにも多岐に亘るので，

1．改正要望事項を分類整理して，運輸省の担当官に

ご出席願い官民合同の研究委員会を開く。

2．1か具体的に進展しない場合には，委員会の他に

小委員会を作り上記問題点を整理した上，検討を加え

その結果を運輸省の担当官に連絡をとり，夫々の担当

官に意向を伺う。

以上の様な事を考え，成るべく1の方法で陳情の要

望を推進して行きたいか，その為にもNORCの会員

艇は積極的に「船籍票」を取得して，運輸省に強く要

望し得る態勢を固めたいと思います。

渡辺理事：船舶職員法・安全法をヨットに対して適用

させる為には，同時に両方適用の基礎となるヨットの

トン数を測定し決定する法律・簡易積量測度規程にも

ヨットの場合不合理がある。この点を是正することに

よって，このi山j法の適用に関連する不都合も実質的に

は多分に軽減されるものである。これは野本謙作理事

の本理事会への提言である。

現行法改正の方法としては(1)野本氏提言。(2)法体形へ
の全面的改正,但し現実的には誠に困難なことである。

(3)レース毎に大臣特認の実績を積み重ねる。この様な

ことが考えられる。

大儀見：山口氏の説明は現行法規を政省令の範囲で改

正するためには，以上の様な点力;考えられると云う串

である。我々としては，世界各国のヨットに対する法

的な扱い方を当局に認識して貰って，抜本的な法改正

を望みたいとするのがNORC年来の望みである。

担当官を交えた合同研究委員会が開けるよう事務局

で交渉をする事と致したい。

渡辺：長さ12メートル以上の帆走ヨットを対象として

現在ヨット安全堆準研究委員会が船舶局の拙当補佐官

を交えて開かれており､検討を続けている。この概要

について渡辺理事から説明があった。

第2号議案船籍票について

大儀見：さる6月4日の専門委貝長会議の席上「船籍

票は各艇に備える」よう意見が一致したが，この件に

ついては現実的には尚色々 と障害も考え_られるので本声.
理事会で十分に審議して確認して頂きたい。

嶋田理事：船籍票は各艇に備えねばならないが，この

為には簡易積量測度規程によってLBDの計測が行わ

れる。

この計測自体に不合理がある。

貴伝名理事：ヨ､ソトのトン数算定の不合理が改正され

る迄は，現状のままでいる訳には行かないか。

飯島理事：連輸省に陳情し，そのあと船舶局の検査測

度課に挨拶に廻ると,｢NORCのヨットは測度規程

によるトン数も出していなくて、係数の不合理点だけ

を問題にするのは筋が通らない」と反論される。先づ

船籍票は備えてから，我々の要望も強く訴えるという

方法をと')たい。

大儀見理事：現行法規から「ヨットは除外する」と改

まらない限り我々NORCの初心は貫けないが，船籍

票は各艇で備えることとしたい。尚船籍票交付申請な

どの実務的なことは早急に取纒めて各支部にお知らせ

(2）
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する。

第3号議案新入会員の承認について

大儀見理事：さる2月28日の理事会以降，石井稔氏以

下243名の新入会員の申込みがありました。ご承認を

願います。なお本日までの現状は，会員数2,680名登

録艇は739隻となります。

本議案について全員異議なく承認された。

第4号議案その他について

1．財務委員会報告

年度当初から現在までの間の，予算収支について配

布資料に基づいて名和理事から説明があり，差し引き

合計で80万円の増となっている旨報告があった。なお

昭和52年度予算案を日本船舶振興会に補助金を申請す

る都合もあって，来る7月30日までに事務局宛に提出

＝れるようお願いした。

‐儀見理事：来年度は会員数を増すか，会費の値上げ

か何れかを行わなければならない。各支部･各理事で，

会員以外の艇は極力加盟するようよびかけ，会員の拡

大連動をお願いします｡

2．レース関係

事故の実態調杏について

周東理事：第52回理事会で決定された事故の実態調査

について，レース委員会では，事故報告書(配布資料）

を作成し，本年度の初島レースから本部及び関東支部

主催のレース（ポイント・レースを除く）に実施し参

加全艇に，事故の有無に拘らず提出することを義務付

けている。事故の実態調査という観点から，各支部に

おける主催のレースにおいても実施され，本部宛に，

この報告書のコピーを送って戴きたい。

IORMARK－ⅢAについて

周東理事：レース委員会としては，旧型艇のレース参

加を促進させるため，本年度後半のレースからIOR

MARK－ⅢAによるレーティングを導入し，レース

へ実施したい。就いては，このレーティングはいつ頃

弄出可能か。

嶋田理事：現在プロク．ラムのテスト･ランを行っている。

IoRMARK-mAについては本年度後半のレー

スに間に合うように進めている。

クォータートン・カップ世界選手権レース参加艇推せ

んについて

松田理事：1976年メキシコのCorpusChristiで行なわ

れるQトン・レースの参加艇にはChou-chou及びRio

desurの2隻を推せんしたい。

締切|)期間は7月14日であるが，追加艇あれば，推

せんを追加したい。

渡辺理事：1978年クォータートン・カップ世界選手権

大会は日本で開くように決定され，準備や連営などの

視察のため，山田敏雄高城昌彦両委員が昨年7月初

めにフランスに行き，その報告が会報16号に出ている

が，愈々具体的に予算，使用海域，運営組織などの面

を一歩前進させねばならない。本年末にORCの会議

(3）

にLondonに行く予定であるが，その時に諸外国に1978

年レースの相当具体的なinformationが出来るように準

備してほしい。

松田理事：今，ご指摘の基礎的な事項については調査

を進めている。本年度レースの派遣委員の検討も併せ

実行委員会の中で煮詰めてから報告する。

大儀見理事：太平洋横断レースとして，ホノルル・東

京レースはトランパック・レースと併せ継続して行い，

サンフランシスコからのシングルハンドレースは4年

毎にするか如何かについては近く決定を急ぎたい。

3．通信委員会報告

大谷理事：さる5月のレース中，沈黙時間に電波を発

射して電波監理局から注意された艇かある。毎正時及

び30分から夫々3分間が沈黙時間となっているので注

意されたい。

その他についてもoperatorに対する研修が必要と思わ

れるので．7月12日江ノ島・清水レースCap.会議のあ

と講習会を行う。

以上で各議案の審議を終えたので，議長は各議案に

たいする了承を求めたところ，全員異議なく承認した。

秋田議長は閉会を宣し、18:00本理事会は終了し

た。

委員会報告

〔計測委員会〕

■改正リストNo.6の適用

今秋からのORCう°ログラムに依るレーテイング証

書の順次切替に伴い，1976年度改正リストNo.6を厳

密に適用しますから，レーティング上のパラメーター

に変更があった場合は勿論のこと，それがない場合で

も，レーティングが変更されることがあります。公平

なレースを行うためには不可欠の変更ですから，予め

御了承下さい。

尚，以下にIORMKIIIルールのうち，間違い易

い点を若干説明しておきますから，この機会にルール

ブックにもう一度目を通して，つまらない不注意でレ

ース出場ができなかったり，失格したりしないように

御注意下さい。

■ルール102レーティング証書

今年から有効期間は計測後1年間に短縮されていま

す。計測委員会が必要と認めた場合は自動的に6ヶ月

以内を限って延長されます。オーナーは証書の有効期

限に注意して．切れる少〈共1ヶ月前には『レーティ

ング証書更新申請」の手続を本部に行って下さい。

〈ルール202船体計測の手順＞

F項の変更により，アフロートで再計測の艇はライ

フラフトを塔載しないで計測されます。

二
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■ルール601EPF

4項及びルール202,2,0により船外機でもEPF

が与えられます。

しかし平水無風時の速力が1,811､/Lノット(Lは

メートル）以下のヨットはEPF"適用されません。

1977年1月1日以後本項適用の予定で準備中に付，追

って詳細を各オーナー宛通知します。

■ルール701重心係数

計測委員会の指定する艇は，ルール上のパラメータ

ーに変更がない場合でも更新時フリーボード,BWL

の計測，及び傾斜試験を行うことがあります。

■ルール1001スタンダードハル

前号でお知らせした通り作業が若干遅延しています

が，標準化ができ次第順次適用されます。

この場合も，無条件でレーティング証書は更新され
＋÷

ま’ヲ。

■その他，注意事項

（1）オーナーが変った場合

レーティング上のパラメーターに変更がなくても以

前の証書は失効する。（ルール102)

（2）証言にはオーナーの署名が必要

オーナーが署名していないレーティング証書は無効

です。それは計測後及びレース中にIORMKIIIを

守る責任と義務があるからである。(ルール106,108,

109）

特に108,109のうち，計測時には装備されていたヘ

ッドルームの扉やフォールディング･テーブルを外した

り，ポリタンクの位置変更，アンカー等の属具定位置

移動が申告されていない場合はレーティング証言は失

効することがあります。

〔通信委員会〕

■レース時以外の定時交信時間

ヨット無線の交信時間はこれまで毎奇数時の05分か

らと決めていましたが，レース時以外の交信はほとん

ど行われていない現状です。そこでこのほど次のよう

にレース時以外の定時交信時間を決めましたので，各

無線艇はこの時間を利用して相互通信，無線機のチェ

ック．オペレーション技術の向上等に役立てて下さい。

定時交信時間は次の通りです｡（これは去る7月12日の

オペレータ会議で決定されたものです｡）

日時土，日，祭日の1305～

周波数A3J2182KHz(聴取または呼出）

A3J2150KHz(対海岸局交信波）

A3J2638KHz(船舶相互交信波）

注1．保安庁海岸局の警報等が，終了後通信を行う

こと。

注2．沈黙時間毎時00～03分,30～33分を厳守の

こと。

（4）

■無線免許取得勉強会の参加者募集

前号でもお知らせしましたが，次回の勉強会を10月

に行います｡（11月受験）現在10月の勉強会の会員募集

を行っていますので，希望者はNORC本部へTEL

でおはやめにお申込み下さい｡(募集人員先着50名，非

会員も可）

〔最高審判委員会〕

■CONTESSAVIの提訴によりNORC最高審判，

委員会開催

日時昭和51年7月19日18.00

場所船舶振興ビル10階会議室

委員長平松栄一へ
委員石井正行，高村孝，清水泰冶，尾崎博（，

－ル委員),大儀見薫清水栄太郎，岡村欽

一，大矢隆（総務委員),周東英卿，松田菊

雄（レース委員）

去る3月7日に行われた関東支部諸磯フリート主催

による沿岸レースのスタートにおいて,CONTESSA

Ⅵ（艇長今岡又彦）は，リコール解消を誤認しスタ

ートライン内に復帰せぬままコースに向って帆走した

ため失格となった。これについてCONTESSAⅥは，

スタートライン設定等に帆走委員会の手落ちがあった

ことにより受賞の機会を失ったとしてIYRU規則68

-5(a)によ')抗議しその救済を求めたが，帆走委員

会は規則73-1(a)を適用しこれを却下した。

この判決に対しCONTESSAⅥは規則の誤用であ

るとして更にNORC本部に提訴したので，これに基

づき去る7月19日に最高審判委員会が開かれ後記の通

り判決した。

NORCの妓高審判委員会は昭和48年9月の第34回

理事会で制度化され，帆走委員会の判決について協今､
に提訴のあった場合，これを処理する機関であるが延

訴は原則として規則の解釈に関する問題に限られてお

I)(IYRU規則77-2)NORCにおいては，この

最高審判委員会の判決をもって最終としている｡（レー

ス規則11条-4)

最高審判委員会の人員構成は前記理事会において次

の通りに決められている。ルール委員会（委員長を含

む）5名，総務委員会4名，レース委員会2名，

計11名。但し総務委員会のメンバーは委員長のほか関

東支部以外の支部長2名及委員1名をもって構成する。

この制度ができて以来3年，提訴があって最高審判

委貝会が開かれたのは今回が最初である。

なお，判決書とは別に今回のケースに鑑み，今後の

レース開催について万全を期するため，その指導及運

営方法に関し,NORC本部レース委員会並びに諸磯

フリート帆走委員会に対し，それぞれ最高審判委員会

より警告書が通達された。（平松栄一）
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＊判決主文・CONTESSAVIのスタートに関する

提訴の件

昭和51年3月7日に行われた（社)日本外洋帆走協会

関東支部諸磯フリート主催による沿岸レースに於て，

CONTESSAVI(艇長：今岡又彦）のスタートに関す

る帆走委員会の判決をIYRU競技規則の誤用である

としたCONTESSAⅥの提訴に対し，最高審判委員

会は次の通l)判決する。

判決

最高審判委員会は,CONTESSAⅥがスターボー

ド・タックでスタート・ラインのコース・サイドより

スタート・ラインに向って帆走し，スタート信号後ス

タート・ラインの内側に復帰せぬままジャイブして第

一マークに向って帆走した事実を認める。
従って,CONTESSAⅥはIYRU競技規則51.1

(a),(b)及び(d),並びにNORC外洋レース規則第10条

1に違反したものと判定する。

CONTESSAⅥは,IYRU競技規則73.1(a)並び

にNORC外洋レース規則第l1条2によI),5%のタ

イム・ペナルティーを課せられるものとする。

補足説明

NORC外洋レース規則第11条2による5%のタイ

ム・ペナルティーはNORC外洋レース規則第2条に

関するすべての規則違反を対象としている。即ち，こ

の規定は、IYRU競技規則第4章の規則違反はもと

より，第5章（規則51を含む）の規則違反ならびにI

ORおよびNORC安全規則等に対する規則違反をも

対象としており,IYRU競技規則第4章の規則違反

を対象としたIYRU競技規則の附則1I1による「失格

圭代わる罰則」とは規則違反の対象範囲を異にする。
従って，帆走委員会は規則に違反した艇を失格とす

ることもできるし，5％のタイム・ペナルティーを課

すこともできる。

今回のケースについては，スタート・ラインの内側

に復帰すべく努力をし，且つ，復帰したと半ll断して第

1マークにIn｣ったCONTESSAⅥに対する罰則とし

ては，下記の理由により，失格ではなしに5％のタイ

ム・ペナルティーを課すのが妥当である。

理由

1．スタート方法を明記した帆走指示書が参加艇に

配布されていなかったこと。

2．スタート・ラインの設置が不適当であったこと。

尚，今後,IYRU競技規則51.1の違反に対する罰

則が常に5％のタイム・ペナルテイーであるとは限ら

ない。

以上

＊警告書

(出日本外洋帆走協会

レース姿貝握Hj東英卿殿

諸磯フリート

帆走委員股稲川英秋殿

昭fIl51年7H19日

(II:)日本外洋帆走協会

岐尚審判愛ij会妾li股平松栄一

警告書

昭和51年3月7日に行われた諸磯フリート主催によ

る沿岸レースの運営について，下記の手落ちがあった

事は甚だ遺感であり，今後十分注意される様厳重に警

告致します。

記

1．帆走指示書が準備されていなかったこと。

帆走指示書は，規則の一部であり，ヨット・レー

スにとっては必要不可欠の要件である。

艇長会議に於て帆走指示書か配布されない旨を伝

達し，参加艇の諒解が得られたとしても,IYR

U競技規則1．5及び3．3の義務を免れるものでは

ない。

今回のケースについても，スタート方法を明記し

た帆走指示書が参加艇に配布されていれば，問題

の解決はもっと簡単であったと思われる。

2．スタート・ラインの設置が適当でなかったこと。

コース，風向，地形，障害物等諸般の情勢よりみ

てスタート・ラインの設置角度は不適当であった。

当日の気象・海象の条件下においては，スタート

‘エリアに参加艇がコミッテイーボートを右舷に

見て，第1マークに向かう明確なスタート・ライ

ンを設置することは不可能ではなかったものと判

断される。

スタート時間を延期してでも適当なスタート・ラ

インの設置に努力すべきであった。

3．フィニッシンク．･ライン設置の時期が遅すぎたこと。

レース参加艇がフイニッシング・ライン付近に近

付いたにも拘らず，コミッティー・ボートがハー

バー内におり，正規のフイニッシング・ラインが

設置されていなかったことは，参加艇の公平なフ

ィニッシュ・タイムの測定や順位の決定に重大な

影響を及ぼす可能性がある。この場合,IYRU

競技規則9.1(a)に従って代わりのマークを設置す

べきであった。

4．当該艇を審問しなかったこと。

これは帆走委員会の手落ちではないが，出来るだ

け関係のあるヨットを審問するのが親切であろう。

IYRU競技規則73(a)は「審問なしに失格とされ

ることがある」のであって「常に審問なしに失格

とする」という意味でない。また。帆走委員会

は，失格とした場合，その旨を当該艇にレース終

了後速かに通告すべきである。以上

(5）
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マリーナの建設を早急に

ヨットは無い方が良いのか？

数年前にNORCとして，下田市（当時は町）の当

局並びに観光協会，漁業組合等に対して下田湾内に外

洋ヨット専用の係留う､イの設置を申請したことかあっ

たが，これには町の当局を初め，漁協までもがむしろ

積極的に賛成してくれた。現地に飯島さんと同行して

関係各位に直接会って協議の機会を持つことができた

が，旧来の｢湯の町｣的観光開発ではもう先きが見えて

いるということで町の当局は将来のマリーン・レジャ

ーの発展という展望の上に立って賛成。漁協の組合長

も「これからの漁業はレジャー漁業だ。ヨットの基地

にするのは大賛成」と積極的な発言をして，どちらか

というと漁協の反対を一番心配していたわれわれをび

っくりさせたものだ。

しかし，一番びっくりしたのは，当時の下田の海上

保安部の責任者のかたくなな反対表明だった。こっち

としては，他船舶とのトラブルを避けるためにも，更

に海上保安部としてヨットの動静について正確に握

把するためにも，更に年々急速に増大しているヨット

人口の現状から見てもヨット専用の泊地は必要である

ということを申し入れたのだが，その保安部の人は結
極ヨットが増えることは余計な仕事をかかえることに

なり，「本来の」任務にさしつかえる，しかも，「下田は

避難港であるから」ヨットの泊地は困るとの立場を一

貫して主張したのだった。要するにヨットは無いに越

したことはないとでも考えているのではないかと思わ

れた。

確かに，下田に限らず，どこの港でも，と．この海で

もヨットは「後発」である。先住の漁船，或は他の船

舶にとっては「新参者」であろうし，海上保安部，其

の他の取締り機関にとっては，従来は無かった｢余計」
な仕事を意味するものだろう。しかし，だからとい

って，ヨットが無くなれば良いとか，増えては困ると

かいったことでは余りにも現実無視の無為無策と云わ

ねばなるまい。

マリン・レジャーが盛んになり，ヨットの同好者がとﾞ

んどん増えることは大変結構なことであり，日本の海

が日本人のレクリエーションの場として大いに利用され，

日本の港湾にヨットが数多くつながれ，かつ出入港す

ることはすばらしいことであり，歓迎すべきことでこ

そあれ，反対する理由はないはずだ。

(6）

専務理事 大儀見菫

運輸省のデーターによれば，日本のヨット・モータ

ーボートの昭和49年度の保有隻数は15万隻を越してい

た（ヨット2万強，モーターボート13万)。昭和43

年には3万6千隻しかなかったのだから，6年間で4

倍強ということである。

NORCは現在(6月末）会員数2700登録艇数約740

であるが，10年前には会員数は500以下，登録艇は』へ
うや〈百隻といった現状だったことを考えると大変な

増勢である。

ヨットが増えること自体が問題なのではない。問題

はこのようなヨットを含む海洋レジャーの発展という

現実に対して，泊地等の施設の整備拡充がはなはだし

く立ち遅れていることにある。

決定的に不足しているマリーナ

運輸省が編集した本年の「海の旬間」広報資料には

ヨット，モーターボートによるレクリエーショ

ンの基地となるマリーナについてみると，昭和48

年8月現在，全国に231港あり，このうち約50%,

I1O港が関東から近畿の太平洋岸に,約20%,45港

が瀬戸内に散在しています。これらのマリーナの

ほとんどは民間によ')建設されたもので，約65％，

150港は保管隻数50隻未満の小規棋なものであり，

公共マリーナは17港にすぎず，全マリーナの保管

隻数も14,300隻と極めて少数です。
へ

と，レジヤーボート保有隻数の10分の1程度のスペー

スしか確保されていないという極めて深刻な状態を示

す数字を掲げている。

現在，全国様々な所で，特にヨット・モーターボー

トの集中している関東地域で，泊地問題が取沙汰され

ている。

いつもながらの漁業権の問題，避難泊地の保全,「不

当占拠」とそれに伴う撤去問題，料金問題，係船許可

をめく．るトラブル等々の様々な問題が複雑にからまっ

ているが，根本的な問題は，要するにヨット・モータ

ーボートの泊地が絶対的に不足しており，これを改善

するための対策が決定的に立ち遅れているということ

である。

特に公共マリーナか殆んど無い上に，国の対策

が極めて限られたものであり（上述の資料にもある通

り）,お題目に終っていると云わざるを得ないのが実情

である。地方自治体の対応も決して充分でなく，「新
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参者」ヨット，モーターボートを迷惑視するものさへ

あることこそが事態の真の解決を妨げていると指摘で

きる。

必要なことは，まさに運輸省が前掲の資料でも云っ

ているように,「国民の多くが低廉な料金でかつ容易に

海洋レクリエーションを楽しむことかできるようにす

る」ことなのであ')，このためには公共マリーナの建設

を早急に進めるのか最善の道であることは明白である。

「強制撤去」は何も解決しない

今，油壺では「無法ヨット」165隻の強制撤去が日

程に上っており，既に二回にわたI),計9隻が神奈川

県当局の手によって三崎港に強制撤去されている。

確かに，油壺には他の泊地とは違った特殊な事情が

有るといえる。1つには県条例でヨット専門の泊地と
一

して一定の水域が既に定められており，「許可船｣が110

隻いるということである。このことからこの水域の外

に，後から入って来たヨットが「不法IIi拠」とされて

いるわけであl),この指定水域外は漁船の避難泊地と

して確保する必要があるから強制撤去するのだという

ことである。

従前から係留しているヨットは従って合法的である

とされ，同じヨットでも明らかにこの件に関しては利

害関係が対立しているといえる。更にこの泊地にはヨ

シ|､の管理業者が多数からんでおl),「係留権」なるも

のが本当に売買されていると報道されているように，

これも問題を複雑にしている。

しかし，複雑な事情があるとしても，根本的な問題

はやは'）ヨットの泊地の不足であり，これを解決しな

いことにはどうにもならないことは明白だ。

今年の海の記念日に運輸省が，各雑誌に出稲した意

見広告,「かけがえのない海｣には,木村運輸大臣が「海

洋におけるレクリエーションというもの海洋を人間生

へ活の中にとり入れる一つの新しい考え方だと思います。
わが国でもヨットハーバーなと‐の建設を始めています

が，大規模な海洋レクリエーション地域というのを指

定して，いろいろな施設を整備していくことを考えて

います」と云っている。

「指定｣するもしないも,現実の問題として油壺を含

む神奈川県の海岸と港湾は日本でも最大の海洋レクリ

エイションの｢基地」としてすでに発達してきている。

問題はこの発展過程が自然発生的なものであったと

いうことであl),更に私企業による営利事業としての

マリーナ建設がその施設の大部分で占めたことによ')，

係船料が非常に高くつくものとなり，国民の多くが利

用できるものにはなっていないことだろう。

昭和49年に告示された「港湾の開発，利用及び保全

並びに開発保全航路の開発に関する基本方針」という

恐ろしく長ったらしい題名の運輸省告示には,「海洋性

レクリエーションの基盤となる港湾施設は，自然条件，

需要動向，漁業操業の実態等を勘案し，水際線の無秩

（7）

二

序な利用の防止に資するよう，必要に応じ，適地に配

置する」とあるが，地元漁民の立場を充分尊重しなが

ら，営利中心の無秩序な水際線の利用を防止し，国民

の多くが低廉な料金で容易に日本の海で存分に遊べる

ようにする道は，「無法ヨットの強制撤去」ではなく

て，公共マリーナもしくは泊地の積極的建設，確保で

あろう。

油壺のある三浦市自身,「市営ヨットハーバー設置基

本計画（案)」を持っているのである。最も，これは現

実にヨットが多数係留されている諸磯湾の利用が中心

となっているようなので．新しい泊地の確保にはなら

ないという弱点がある。しかし，木村市長は，同市で

同じく企画しているヨット課税の問題にからめて,「4

千万や5千万の収入をあてにするのではなく，市内に

望ましいヨット，モーターボートの基地を建設するこ

とにより,10年後には1万隻を収容,16億円の収入を

あげる計画のもとに立案したものであり，施設の管理

権は沿岸漁協組に委託する」との注目すべき発言を三

浦市議会で行なっているのである。

ヨットを単に直接の税収入の財源として見るという

短絡した考え方ではなく，海洋レクリエーションの今

後のいっそうの発展にペースを合せて，地元漁民の利

益を充分保障しながら，三浦市全体が海洋レジャー基

地として飛躍する可能性は大きいのではないだろうか

これは単なる夢物語りではない。こういった広い視野

と将来を展望した政策の上に立った施策でなければ現

実の泊地問題も，結局は小手先きの処理に終り，事態

の真の解決にはならないだろう。

ヨットの「撤去｣，「排除｣は問題を更に複雑,困難に

するだけであ')，「総論としては」国も認めている海洋

レジャーの振興という基本方針にも反するものである。

NORCとしては公共マリーナの建設を関係各官庁

並びに関連各自猯体に強力に呼びかけることが急務だ

ろうβ

日本の海岸線の長さは，3万1700km以上，地球を4

分の3周する位ある。日本の海岸は明沽の地租改正以

来一般に国有財産として公有の原則に立っているが，

近年は「産業開発」の掛け声で，人々的な埋立てが全

国的に行なわれ，そのためコンクリートで固められ，

かつ，私有化されてしまった海岸線は長大なものとな

ってしまっている。8月19日の毎日新聞によると，日

本の海岸線の56％が人工海岸か半自然海岸となってし

まっているという。

一方，沿岸漁業の就業者数は38万人，経営体数は14

万強となっているが,（8月6日付日経）ヨ､ソト・モー

ターボートの数15万として，一隻当I)2人がこれを利

用していると鼓少に兇械って見ても，ヨット・モータ

ーボート人口は30万人ということになl),ほぎこの沿

岸漁業の就業人口に匹敵する数ということになる。
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スタンダードハル計測

渡辺修治

1．NORCのIOR艇 *N3203隻スリーコーター

*SEVENOCEAN3〃〃

NOLIN-3018〃ハーフトン

PASSATORE10〃〃

PION8〃〃

*BW-308〃〃 へ

DUFOUR-305〃〃

GOLDENSHAMROCK4〃〃

CHANCE%トン4〃〃

SS-303〃〃

SCOT-303〃〃

IMPENSABLE3〃〃

ECUMEDEMER20〃コータートン

OCEAN-2513〃〃

REVEDEMER8〃〃

OCEAN-228〃〃

*KQ-246〃〃

DOUG-265〃〃

N-2605〃〃

*BW-254〃〃

TEQUILA3〃〃

F-7273〃〃

N-243〃〃

BIANCA-263〃〃
ヘ

サムライ3〃〃

等である｡(＊は脚内の投‘汁）

コータートン，次いでハーフトンのクラスが圧倒的

に多く，百花練乱の感じで収る。蚊近のIOR艇数の

急激な増加は，これ等のレベル・レーシング・クラス

の導入に負う所が大きい。

これ等のクラスは，例外な<FRPのプロダクショ

ンボートである。ORCではプロダクション・ボート

に対しては，スタンダードハル,;|測をす、めている。

7月現在のNORC登録艇中,IOR,MKIⅡレーテイ

ングを持つ艇は，約280隻ある。

IOR艇の，進水年度別の隻数の分布を表1に示す。

■

進水年鹿
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表1NORCフリートIORMKIII分布
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セール番号300台は唯1隻となってしまったか，こ

の艇は@｡Theti3で,11年前に進水してから，チャイ

ナシーレースに2回挑戦した実績を持ち,NORCの記

念艦的存在である。

600台の内,67年進水の「飛車角II」は，チークの外

板を美しく保ち乍ら，外洋レースの第一線で新鋭艇に

伍して引けを取らずに頑推って居るのは立派で，外洋

ヨットの一つの在り方を示唆するものと言える。今後

の一層の活躍を期待する。

表1によると,,IOR艇の90%は,1972年以降に建造

された新鋭艇である。その内訳は，大部分が，レベル

レーシングのトンカッフ°・クラスで，欧米で成功した

デザインを輸入したプロダクション・ボートが多い。

参考迄に，3隻以上登録されている代表的なクラス

を列挙すると，

SS-386隻ワントン

PIONEER-109〃スリーコーター

*BW-337〃〃

(IORMKIII,第10章ルール1001)

同一クラスのヨソトを，｜面'一のモールドを川い

て連続的にFRPで建造する場合、船体I汁jll'lをス

タンダード化することか望ましい。スタンダード

化は，計測の均一性と，経済性にとって縦め-て有

効である。

(8）
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セール番号 15841634 17231424 148111505 153511542

L 6，745 6．391 6．446 6．252 6．228 6．103 6．399 6.332
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5．165 5．459 5．366 5．184 5．194 5．142 5．399 5.3895

DC 0.0079 －0．0091 －0．0043 －0．0075 -0.0016 －0．0113 媚
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0．9753 0．99841.000 0.9798 0.9891

EPF 0.9874 0．9725 1．0000

R 17．2 18．6 17．7 18．0 17．7 17．9 18．018．0

LBG 6．824 6．890 6．835 6．816 6．896 6．906 6．827 6．823

MD

BWL 1．858 1．921 1．9212．107 1．892 1．960 1.853 1．844

DM 1．505

RMC 26．33 23．52 22．10 18．9627．36 23．3820．41 21．18 へ

表20CEAN25レーテイング

トリムの変化に対し計測値のバラ､ソキが出易いからで

ある。OCEAN-25は，コータートン・クラスの－.ﾉﾉ

の旗頭(はたがしら）であるが,「ラインズ」を借りるこ

とか出来たので，敢近計測された8隻のレーティング

のデータによって巧･察を進めてみよう。

表2の内,B,LBG,MDは．ラインズ固有のそ

のクラスに共通の値で，スタンダードの場合は定数と

なるが、此処ではバラバラで,Bで敢大の34ミリ,L

BGで最大90ミリ、MDで最大30ミリのバラツキかあ
つ

旬。

FIG.1は，各艇のMDステーションの断面である。

実線のカーブは,CMDI,MDI,OMDIの計測

値から作図し¥JIDI．1:線のカーブはラインズのMD断幽で

ある。共通のラインズに対し，各艇の計ill'1値によるカ

ーブは可成')のバラツキが見られる。スタンダード化

の場合は点線のカーブ－本になる。
へ

BMAXステーションで計った,%BWLの位置を

併記してあるか，このバラツキもよく判る。

スタンダードハル計測では，ルール1003によって，

B,LBG,MD等のクラス個有の数値は定数となる

ので，計測の誤差や，バラツキか入って来るのは乾舷

計i11'1だけになる。

た、.CGFのチェックは一寸Im倒である。

(CGFの定義や解釈については「舵」9月号に書い

て置いたので，読者はその記事を読まれたこととして

話を進める。

FIG.2は,OCEAN-25のラインズから求めた，

水線面と,77｡ljズマチック・カーブ．である。

カーブは,DLWLとその上下100ミリのWLと，

夫々そのWLで100ミリ，バウトリムとしたWLにつ

いて描かれている。

FIG.3は,FIG2のカーブから船舶算法によって出

した,V(排水容械M3)と,I(水線面の慣性モーメ

NORCでも当然，スタンダード化を行うべきであ

ったが，最近のIOR艇の種類，隻数の増加が，あま

l)にも急激だった為，計i!lll態勢が応じ切れず，スタン

ダード化か間に合わなかった。

スタンダード化による，計測の均一性，精度の向上

は，読者の想像以上のものである。

現在発行されている,NORCのレーテイング・サー

テイフケー卜には，計測に誤差があった場合，誤差は

そのままインプットされている。

計測値には，風，波等の自然条件や，計測場所の環

境，艇の状態等によるバラツキが入って来るほか,計測

員も神様ではないから，間違いや勘違いが入りこむこ

とは，或程度止むを得ない。

問題は,NORCの現状では，これ等の誤差，バラ

､ソキを第三者が公正にチェックする物差しかないこと

である。従って，結果に対する全責任は，計測者が一

人でかぶらなければならない。計測者は，技術的にも，

人格的にも完全であることが,要求されているわけであ

る。

私は,NORCのレーティング・サーテイーフィケート

に署名する，レーテイングの管理責任者であるが，今

の所，計測者諸君の，技術，人格を100%,盲目的に

信用してサインをしているのに過ぎない。

こう言う，行き詰り状態を改善する為に，計illll値の

チェックの物差しを作るのが，スタンダード化である。

2．スタンダードハル計測

スタンダード化の必要性を判って貰う為に，身近か

な実例を使って説明しよう。

コータートン・クラスは，レースもきびしいか，計測

もむずかしい。小さく軽いので，風波の影響や重量，

(10)
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ン卜M4),及びA(水線面積M2)のカーブである。図

中,EVENKEELとあるのは,DLWL(計

画吃水線）に平行な吃水変化対するもの,TRIM

とあるのは,100ミリ，バウトリムしたWLに平行な吃

水変化に対するものである。

FIG.4は,FIG.3から求めた，メタセンター曲線で，

EVENKEELとTRIMではメタセンターM

の高さが若干（30～35ミリ）違うが，浮力中心Bは殆

ど変らない。

MDステーションでは,DLWLのH=0.35,MDI

=0.25である。FDステーションのFDIは,EVEN

KEEでは0.19であるが,TRIMでは0.25となる。

表3では，データをMDIの小さい方，つまり軽い

艇から重い艇に順序をならべ変えてみた。

へ各艇のMDIとFDIをみると，此のクラスでは，
EVENKEELで浮いている艇はな<,殆どの艇

がTRIMに近いバウトリムの吃水で浮いているので，

メタセンター曲線はTRIMの方を用いる。

表3の計算を順を追って説明する。

各艇のMDIから,Hを求め,FIG.3のカーブか

ら,V,A,Iを求める。

V,A,I,Hから,OB,BMを計算し,KMを

A(M,

78910

〆WL

0.45WL/ﾝﾌシ/でノ/／ 〆

鞭
、

,
0．4WL

く澱 0．35WLDLWL）

ジク／／ 0．30WL

／／〆 0.25WI

３2．5 02．0

1（M』）．V（M3）

FIG､3

1．01.5

得る。

次に，レーテイング．サーテイフイケートのRMCの

計測値と,VからGMを求めれば，各艇の中心の高さ

KGが出て来る。

どの艇のKGが正しいかは半りらないが，一応各艇の

KGの平均値を出してみると,0.385となる。KGo=

0.385をDLWL(TRIM)のケースの重心の高さと

仮定し，各艇の重心の高さKGとの差GGoを出して
っブ

グ‘ブ､旬。

、
メタセンター曲線 MD，FDステーション
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、
’
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Gog= ×GoG
uU邑一~V－1．

Kg

V－1．795

表3

一方,DLWL(TRIM)の排水容ｲ貞1.795M3と，

各艇の排水容積との差vM3を求める。

DLWL(TRIM)の状態のヨットのキール上kg

の位置に，v×1.025(1.025は海水の比重）の重量物を

取り付けた（又は取りのぞいた）結果が，各艇の重心

の高さKGとなる筈であるから，

Gog×(V-1.795)=GoG×V

が成り立つ。この式からGogを出し,kg=KGo+Gog

を求める。

この計算結果を図にあらわしたのがFIG.5である。

gの位置が,Goからひと、〈離れている場合は要注意で

ある。此処では，セール番号1584,1481,1723のKG

はあやしいと言うことになる。しかし，この判定は大

ざっぱすぎてる。RMCもスタンダード化して，チェ

ックの物指しを作っておけば判定は一層正確になる。

すなわち船体計測がスタンダード化されたら，標準

的な艤装を持つ艇を選び，オーナーにとってオプショ

ンになる可能性のある艤装品の重量と位置（前後，上

下）を記録する。例えば，エンジン，タンク類，マス

ト，スパー，セール類，インサイドバラスト等。

この標準艇を，理想的な条件の下で，オフィシャル

・メジャラー立会いの下に，精度の高い傾斜試験，乾舷

計測を行い，その計測値をRMCのスタンダードと

する。

このクラスの傾斜試験，乾舷計測の計測値は，計測

艇と標準艇の艤装品の重量，重心との違いを計算すれ

ば，正確なチェックをすることが出来る。
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船籍票の具体的手続きなど

理事会報告にも船籍票を積極的に備えて敷き度い経

緯は十分お判りと思いますが，ではと'の様な方法で申

請手続きをするのか，既に事務局に問合せもきており

具体的方法について説明します。

船籍票交付申請書

まず第一にこれを県知事あてに提出する訳ですが，

各県とも水産課公安係で別掲の用紙か用意されており，

これに必要料金を収入証紙を貼布して申請すると，艇

の計測日など打ち合せてり,↓の仙当'白が艇に出I｛!｣いてL

-BDなどを測って戯ける。

必要添布書類

小剛船II'lの船雑及び枝埜のi!1ll度に関する省令では，

○叶I請者が日本船I|'|を所ｲI-することができる者であ

ることを証するに足'）る書顛

○申請者か当該船舶の所ｲj-椎を有することを証する

に足りる耆顛

省令第1条にはこの様に定められているが，具体的に

は次の様なものの添付か要求されている。

1建造証明書（書式は定まっていない）

進水した許りの新艇の場合にはMakerから，この証

明か入手できる。仙しその後Ownerか変れば，この証

明書では，新しいOwnerの満前か現われて来ない事と

なる。

従って進水後光員されている場合には，当半者間の

契約書の写か必要となり，或いは譲渡された場合には

譲渡書の本紙を提示しなければならない。この場合譲

渡した本人の印鑑証明か必要となる。

艇か進水してから現在までにOwnerが何代も変って

へいたら，斯うした船の絲紳か判る様な証明書が必要。
－2艇のOwnerか仙人の場合，住雌票抄本一通が必要

であり，これにより日本人であるか否か等の，国籍の

山口久次

checkか為されます｡Ownerが会社団体のとき，会社の

登記簿騰本及び役貝全員の住氏票の抄本を各一通揃え

ねばならない。

3係留証明書

神奈川県の事例であるか，艇が係留されている場所

に応じて夫々漁港管理事務所の係留許可書（写）また

は，マリーナーに係留しているときは，マリーナーと

の契約書（写）か必要となっています。

以上は船籍票を取得するまでの其体例であるが，水

産課の担当官の話では，直接公安係に行き，上記の様

な説明を聞けば，海事代理人に紙まなくても事務処理

ができる筈だと云われたが,11I!々実ﾉ〔的には手続きか

雌しい様である。

船籍手数料

10年振りに改正された小咽船II'llfj係の手数料は，

▽船籍票，知事が船舶検査を行う場合14,000円，行な

われないとき,2,000円。

▽積量測度検査，全検査12,000円となって･います。

上

船籍票交付申請耆

帆船但し船名は日本国字で表現する

1所有者の氏名又は禍称

及び住PjT

2船籍港

3進水の年月

4検査を受けようとする場所

5申請の理由

船籍票の交付を受けたいから上の池')申請します。

昭和年Ij日

氏名又は名称④

神奈川県知事殿

計算機による天文航法について

航法の計算に簡便雌価な',:fr-I;|･卵機を使用し得る時

イ嘩少か－－､ナ蚕
l町一手／’－0

..NORCだよI)''"18号に添付された天文航法計算

機NC-2のような航法I;l･算!､¥門の電卓も開発せられ，

諸表による複雑な計算の手間が省けるようになったこ

とは，真に喜こばしい次輔である。

このNC-2は糀量小ﾉ『ﾘで，加減乗除算，定数計算．

自乗，ベキ計算，三角関数，逆三角関数，対数関数，

開平計算，逆数計算，混合計算，応用計算のような一

(13）

武田陽信

般計算機能を備えている上に，時間，角度計算および

それらの換算，位置の線計算，針路，航秘計算，到着

地計算，大圏航法計算などの航法演算機能を具備し，

この種の航法計算機の中では最も進歩したものである。

特に時間，角度の計算機能は真に簡便であり，天測計

算表第1表，時間弧度換算を数秒で行うことが出来る。

更に第6表，高度方位角計算表による計算高度および

方位角の算出も瞬時にして行い得ることは，この高度

方位角計算表の使用に繁雑困難を感じる多くのヨット
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マンに対しては福音である。推測位置の計算および針

路，航程の計算は，天測計算表第10表，トラバース表

および第11表，東西距に相当する経差表を使用し中分

緯度計算を行っていたが,NC-2に於いては，到着

地点の計算および針路，航程の計算の機能を活用すれ

ば極めて簡単である。

以上述べたように，極めて多岐に使用し得る航法計

算機である。しかしながら，一見簡便な計算機も海上

で使用する場合は細心の注意を必要とする。

1．電源を船用12Vバッテリーよりアダプターを経

由して使用する場合は，電圧変化により計算誤差が起

きることがあるので，乾電池で使用した方がよい。

2．電池が消耗すると計算誤差が起きる場合がある。

3．高温，直射日光を避け，特に落したりした場合

は大巾な計算誤差が起き易い。、

4．計算過程でキーを誤ってイン・プットしてもそ

の誤りを確認する方法がない。従って検算を重ねる必

要がある。

結論をしては，外洋航海には是非1台備えて置きた

いものだが，万一の場合に備えて，やはり天測歴と天

測計算法による天文航法を充分理解しておく必要があ

る。（この点に関しては弊著近刊“天測計算表の構成

とその使用法”を参照されたい。）この計算機に於い

ても，天測歴からの時角，赤緯の計算が必要であり，

時角，赤緯，緯度を計算機に入れることにより始めて

計算高度，方位角が計出されるのである。ついでなが

ら，本計算機に傍子午線緯度法の機能が補促せられた

ならば，機能は更に完壁のものとなるであろう。

’1976年レベルレースウイーク
Q-TONレガッタ御案内

NORCレベルレース委員会

日本Q－T協会中部支部

レース日程9月24日～10月3日

レース開催水域三河湾・ニッサンマリーナ東海沖海面

参加資格1.1975NORC外洋レース規則によを

2．レーテイングIORMK－III

18.0ft以下

3．安全規則カテゴリー第3種に合格のこと

参加申込所定の用紙に、有効なレーティング証明書

COPYを添えて9月12日、17：00までNORC

本部事務局に郵送のこと。

参加費用一艇につき￥35,000．（9月24日）出艇申告

時支払い｡）日本Q-T協会未加入艇¥45,000

レース中の仮けい留費含む。

問い合せ先日本Q-T協会中部睾務局花川幸一郎

TEL(自)052-761-3017

"052-582-5511

（

この惨事をいましめとして改めて排気ガスの問題を

考え再びこの様な事故を起さないよう注意することが

故人の死を無駄にしないで済むし，又故人の冥福を祈

ることに通ずると思い敢えて筆を採らせて戴きました。

クルーザーのインポード・エンジンは一般的には左

下図の様に取付けてあります｡

エンジン，排気管共に船体に固定されているとは云

うものの，エンジンの振動でエンジン排気口と消音筒

(M)との間では微小ではあるが関係位置が絶えず変化

しているので，その間にフレキシブル・パイプ(F・P.)

を挿入しているわけです。

エンジン本体からガス洩れがあるのは論外で，普通

の場合，エンヂン排気口と,F.P.の取付部,F.P.とM

との取付部，又はF.P.そのものからガス洩れがありまへ
す。したがってこれらの部分を注意，点検することが

必要です。最近ラバーマウント方式，或はリンク又は

フレームを使用してのスプリンクゞ・マウント方式(D-

35などはこの方式で）を採用してエンジンを取付ける

艇が出始めたので，特に注意が必要かと思います。

エンジン・ボ､ソクスは一般には，エンジンの保護，或

はエンヂンの可動部からの危害を避ける目的で取付け

てありますが，クルーザーの場合は，防音と換気も兼

ねています。といいますのは万一僅かのガス洩れがあ

ってもエンジンの吸気に依りボックス内の空気と共に

排気ガスを吸入し，エンジンを経由して排気管から外

部へ吐出します。

したかってエンジン・ボックスは堅固であると同時に，

吸入口を除いては，出来るだけ気密を保つように製作

されることが望ましいと言えます。

自艇の排気管系統を又，エンジン・ボックスを今一

度，点検して見ましょう。

サンタマリア号での

惨事をいましめとして 田中敏昭

昭和51年4月22日23:30頃広島市江波港を出航した

3人乗組のサンタマリア号が，翌23日16:00頃防府マ

リーナに入港したとき，前夜来の荒天で船酔いをして

キャビンで寝ていた2人が，排気ガスで中毒死してい

たという普通では考えられない痛ましい事故が起きま

した。

}吐出
↑
↑

ニーニ

吸

エンジンE､B・・・…･エンジン･ベッド

.､フレキシブル．パイプM･･･…消音冷却筒

..…排気管C.W.……冷却水

岬
Ｐ
Ｐ

Ｅ
Ｆ
Ｅ
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鱸蕊
脹
．

レ ースニ証一ス
RACENEWS

鳥羽パール・レースーレポート
帆走委員氏都築勝利

とスピンが連なり,0800(所要時間22時間）までには

ハーフトンの「KAGEROH」まで11艇。

09:00(23時間)まで42艇10:00(24時間）まで60艇

11:00(25時間)まで82艇12:00(26時間）まで94艇
の猛烈なゴール・ラッシュでフイニッシュ，このため

担当Committeeは一睡どころか，食事する余裕すらな

くテンテコ舞いの有様でした。

最終艇の「DEVLAII｣が16:01にフイニッシュして，

全104艇が完走。

「ノーI)コール，「ノートラブル」「ノー'ノタイヤ」

とperfectrace達成で今レースを終了することが出来ま
したが，これは参加レース艇の性能lh｣上もさること乍

ら各艇のルール・モラルのlf1l上のお陰であると思われ

ます。

レース全般について，各艇とも近接してフイニッン

ュしている様に，快い風に恵まれたレース展開は非常

に楽しいムードの裡に運んだ事と思いますが，レース

コミッテイにとっては少々パテ気味のキツイ，レース

でありました。

今回は強力な人材を得られたお陰で、何らerrorも

なく運営できた事を帆走委貝膣として各コミッテイの

ご努力を心から感謝してお'）ます。

第17回のRaceを顧みて

(1)スター|､側Race準備には61-1初｛,ﾉから現地鳥羽の

市役所・海上保安部・観光協会・漁協と挨拶廻l)か

ら始まった訳ですが、総じて地元鳥羽においてはヨ

ット特に本島判パール・レースに深く、良きご理解

を得られていることを強く感じ、大変有難く、今後

ともこの伝統あるレースか地元の良きご援助で、益

々発展することを願っております。

(2)前夜祭パーティに就きましては

本年度はl1艇111杵時に一艇一橘は‘必､ず参ﾉJIIされる

語としましたが、お陰様で主樅荷11111としては、パー

盛夏の訪れを華やかに告げる恒例の鳥羽パール・レ

ースは，7月30日10:00,参加104艇の一斉スタート

で夏の遠洲灘，浬にその覇を競い合いました。

スタート直前の海況は，下げ大潮の最強時，極微風

にて100艇を越す大フリートが混乱もなくスムースに

スタート出来るか？StartingCommitteeは昨年の

「TIKI」「MAUPITIJの衝突事故を想い起し，一瞬

一緊張したものですが、折,)良くスタート時刻には，当
日の天気図を代表するような南3～4m/secの快風が

そよぎ初め全艇一線のクローズド・リーチ･AllFair

の絵の様なスタート風景となりました。スタート直後

風は確実な腰を持つ5～8m/s,南の111頁風となり，各

艇次ぎ次ぎにスピンを展開…･日本ヨット界のビッグ．

ボート54ftの新装なったニユーカラーの「SUBIRD

GO」はそのイナーシヤでく･んく･んと先行する，続〈

は麗艇「伯爵夫人｣東海の風｢VINDFEMPEDEL｣と。

優勢な南方洋上の小笠原高気圧から，日本海北部の

低気圧に吹き込む快風は徐々に腰を強めて衰える怖れ

は全く無く，早いレース運びとなl)そう。

同日20：58には早トップ°艇は石廊埼回航の報〃一

昨年｢ラプソディ・ビバーチェ」の達成した幻のコース，

レコード20時間13分40秒をどこ迄描き変える事が出来

るか興味しんしん。

明けて7月31日薄明03:59｢SUNBIRDGO」が

期待のコース・レコードでFirstfinish,続いて30分

一後「コンテッサⅥ」と順当なフイニッシュの模様だが，
その後に続く3着はオーバー･ラップした｢SURUGA」

「VINDFEMPEDEL」がフイニッシュ直前，観る

者をしてI念らせた壮絶なラフィングマッチを演じ，小

差で｢SURUGA」か勝つ｡その後は視界内には続々

J1ヒサ『畠’ず

快調に滑るレース艇群空撮写真提供中日新聞社第17回鳥羽パール・レーススタート直前のレース艇群

、．

(1恥、
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’
修正時

間(秒）

総合

順位

修正時

間(秒）

＊公△
弔u､r］

順位

クラス・グ

ループ園位

クラス，グ

ループ願位

名艇 所要時間 TCF 艇 名 所要時間 TCF

CLASS1～111 contfromCLASSV

SURUGAII 19L39L32s ① ① 22L06LOOs0.7985 56511 ②SERABIIII 0．7248 57665 10

VINDFEMPE－DEL 19－39－24 ② ②0．8042 56908 CRAZY－BLUED ③22－07－52 0．7258 57825 11

CONTESSAⅥ 18－29－22 ③0.8600 57243 ④5 ALPHAII 22－16－15 0.7258 58191 13

SUNBIRDGO 17－59－10 0.8972 58093
可、

人乙 RANGERTOO ⑤4 22－25－09 0.7248 58497 15

RYUO 20－46－35 0．7825 58527 八丈ⅡI５ 16 ⑥22－28－17 0.7258 58715 19

CONCORDV 20－58－05 0．7985 60274 6 qQ
ロツ GUERILLA 22－34－05 0.7237 58797 20７

rERUTERUII 22－08－49 0．7777 62005 THCHYON７ 64 22－30－26 0.7258 58808 8 21

SAIKIII 22-14-30 0.8050 64456 78 SPIRITOFBARON8 22－36－12 0.7258 59059 9 22

JOKERIII 25－56－19 0，7758 72443 TORNADOII

MACHERELAETICIA

９ 86 22－37－30 0.7269 59206 10 24

CLASSⅣ
5922422－46－00 0.7226 11 り貝

一U

MAUPITI 21-03-36 ①0．7530 ③57089 EMILYII 22－40－48 0．7258 59260 12 26

NARUMIIIl 21－07－34 0．7540 57344 2） ASAMA6 22－38－48 0.7269 59262 13 27

へVEGAV ③0．756021－11－05 57656 DAKEII9 22－36－00 0.7290 59311 2814

PLUMERIAIII 21－54－06 ④0．7499 59126 KAZU23 22－44－42 0.7248 59348 15 29

MARTHA 22－05－50 0.7530 祥鳳59901 5 36 22－43－03 0.7258 59358 16 30

INDEPENDENCE 22－19－34 0,7540 60601 聿
月 雲6 44 22－42－33 0．7269 59426 17

nT

Jl

HELIOS 22－33－56 0.7479 60756 ７ 46 BARRACUDAIII 22－40－－35 0.7280 59430 18 qワ
リと

DAPHNEIII 0.753022－34－16 61185
F司

りノ8 FRANSISCAVI 22－45－45 0.7258 59475 19 33

飛車角II

VOLANSII

22－40－10 0，7525 61411 9 59 MAYSTORMⅡI 22－50－21 0．7248 59593 20 34

22－47－40 0.7550 61955 侍II10 63 22－55－17 0.7258 59890 21 Qワ
リリ

NADJAIII 23－16－45 0.7417 62158 11 65 MARYJANEII 23－15－48 0．7183 60156 22 38

YURI 22－56－34 0.7540 62275 12
穴司

Oノ 慎 記郎 23－09－42 0．7248 60435 23 41

JUNEBRIDEII 23－02－45 0.7530 62472 13 68 HIPPO 23－18－54 0.7215 60558 24 43

SEATIGER 22－57－12 0.7570 62552 7014 NEPTUNEX 23－46－07 0．7106 60803 25 47

CYGNUSII 23－17－00 0.7489 62772 1眞
八J 以穗72 23－10－26 0．7290 60817 26 48

CLASSV MERLUZA 23－23－30 0．7258 61119 27 53

陽焔11 ①21－59－04 0.7258 57442 妙義111７ 23－24－55 0．7258 61181 28 56

1976年鳥羽パール.､レース成績表

ティ参加人員の把握があらかじめ確実となり準備が江の島・清水レースーレポート
誠にスムースに、また前夜祭パーティも｢ASADORI」

帆走委jikl吋村欽一への田村さんのスマートな司会で進み、年に一度鳥羽

での再会は楽しいムードで盛|)上がり、非常に意義駿河湾支部主催第3回江の烏清水レースは梅雨明け

深いものかあったと思います。寸前、台風11号,12号を南西諸ﾙｻ上に置き7月16日，
来年も、皆様の広きご参加と、良き歓談の場とな18:00視界300mの濃港の中を参加艇61艇か闘志を秘
ることと心待ちしてII}ります。めて江の島沖をスタート徴風悪視界の中を各艇伊豆束
(3)レース参加艇の仮泊地も皆様のご協力によ')秩序
正し〈整理され、正しいマナーでテンダー等を共用

され、泊地に就いてのトラブルは全く無く、皆様の

ご協力に感謝して居ります。

然し夜間の巡回テンダー・サービスは若干の危険

も感じられ、来年度は一考の要ありと思われます。

またテンダーのオールが3本紛失したのは一寸残念
でした。

最後に本年度の帆走委員の擶氏、本部レース委員会

の方々、事務局の多大なご援助、ご努力誠に有難うご

ざいました。また、NORC会員の皆様来年も鳥羽でお

逢いしましょう。烏羽パール・レース優勝SURUGAの面々写真提供舵社

(16)
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総合

111H位

修正時

間(秒）

修正時

間(秒）

総合

順位

クラス・グ

j1戸プ噸位

クラス･グ

'トプ曜位
所要時間 TCF橘所要時間艇 名 TCF 艇

contfromCLASSⅥcontfromCLASSV

25L15"01s23L42L40s 690．6878 62521 20PANDINAⅢ61868 29 62SEASTY 0．7248

30 ワq
JJ 0．6866 62672 21 7125－21－20RAINBOWIIl８

０
０
３
５
４
０
２
４
４
２
２

0．7258 62932PUSSYCATSm

7貝
ロロ

ql
J4 22 7425－25－50 0．6878 62968DATELINE63398REGINA 0.7215

7932 7663687 2325－53－53 0.6831WHITEMINXBLUEDUCKS 24－40－30 0.7290 64757

33 80 ワワ
イイ0．6807 63697 24LARGO 25－59－36龍飛II 24－57－53 649420.7226

34 82 25 8126－23－22 0.6843 65009はてな66761KELONIAⅢ 25－35－10 0．7248

35 87 26 830.7005 6741926－44－05DHARMA28－04－33 0．7183 72600PAMF1.1』A

27 840．6771 6744027－40－02ADELFACLASSⅥ

① 457097 8568372 2827－33－54 0.6890CHICO23－08－26棚′糞 0.6854

②57617 8 8830－01－09 0.6901 74578 29DEVLAII23－23－19 0.6843PASSAT

③58402 14 NORC－NCLASS23－42－27 0．6843ESMERALDA

④ ①1758582 22－55－45 0.7364 60786LEGOELANDXIORIENI八LWIND 23－46－49 0.6843

】へ ⑤ ②58704 18 6127024－42－06 0.6890うみつばめVl23－49－47 0.6843KO－TERUTERU

⑥ ③59789
句F

OD 6156823－13－28 0.7364ADADCRAZYBLUE－E 24－18－47 0．6831

④7 4060298 24－49－49 0.6947 62098CRANEII二こ一番 24－36－23 0.6807

⑤60472 8 42 6227126－02－48 0．6641竜
一

「

．

・

０

４24－43－15 0．6795IF

60678 9 45 62906帆烏 0．7728 622－36－41CALYPSO 24－37－53 0．6843

60888 10 49 62998 7弥次郎兵衛 0．687825－26－3424－38－01 0.6866EEII

5060913 11 24－27－19 0.7172 63141 8JUST－II24－54－04 0．6795MISTY

61001 12 51 63230 925－56－24 0．6771YUKI－IIIMARENGOII 24－45－45 0.6843

5261016 1q
ユJ 24－43－57 0．7150 63661 10桜工24－46－07 0.6843BUNBUNII

5461131 14 644690．6878 1126－02－13LADYBIRD赤城 24－48－55 0.6843

5561147 15 1225－03－35 0．7172 647021名州0.683124－51－54MERCUREII

61309 16 58 65265
Tの

lO25－03－03 0.7237ARCOBALENO甲竜V 24－55－52 0.6831

17
人Ⅱ 6061571 6995426－29－57 0．7333 14ALBIREOTOBA竜馬 24－59－37 0．6843

61591 18 61 71168 1528－41－32 0，6890マ、ソノ、II24－20－50CARIBBEANSEAGULL 0.7027

62241 19 66 71425 1624－15－49 0．8177アキラV25－15－56 0.6843TRACER

1976年鳥羽パール・レース成績表

けスピンで快走，清水フリート所属の新艇S&S38の

SURUGAIII(楠本健誌オーナー)が真赤なハルに夕陽

を一ぱいに受けて所要時間18時間32分23秒でファース

トホーム最終艇CHICO号の38時間33分33秒を以って

57艇が完走無事故でレースを終了。総合優勝はエクメス

ポーヅのYUKI。この艇のコース選択帆走ぶりは実に

見事である。2位CLAZY-BLUE-D,3位青雲と健

岸に向けて帆走するも日の出迄風が上らず意外に湾流

～が強く各艇門脇より稲取崎あたりを抜きつ抜かれつの
大接戦，17日08:00頃よりSSWの風が吹き出し大型

艇か集団より抜け出し爪木よl)石廊の向い卿1頁上りの

コースを岸べた一杯岩場にくだける白波すれすれのタ

‘ソクマ､ソチを〈’)返しの登り競走，石廊を越え，駿河

湾に入ってからは先頭集|寸lは20～25ノットの順風を受

三保文化ランドでの表彰式第3回江の島・清水レースフイニツシユ後の参加艇

(17）
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修正時
間(秒）

異
１
』
ｊ
“

ノ
ｒ
Ｌ
Ⅲ
』

総
順

修正時
間(秒）

々弓寸.ゲ
／′へ′

jlFプ頃位

総合

111i位

クラス・グ

'トプ廟位
艀 秘 所要時間 TCF 艇 樹 所要時間 TCF

CLASSIII～Ⅳ contfromCLASSV

25L24"10sMAUPITI ①0.7530 30L06L07s68861 6 ALPHAII 0.7258 1678652 32

CLARISSA 25－16－16 ②0.7748 *立
l－r70488 9 30－30－17 0.7237 79474 17 34

SURUGAII ③24－32－23 0.7985 70541 10 HIPPO 30－43－38 0．7215 79810 18 35

MIMIII 25－52－28 ④0.7590 70699 11 KELONIAIII 30－46－22 0，7248 1980294 36

PLUMERIAIII 26－15－16 0．7499 70877 5 13 PUSSYCATSIIl 32－52－21 0.7258 85891 20 39

KOCHI 25－24－34 0.7863 71926 ６ 14 EARLYBIRDIIl 33－20－11110．7258 87103 21 41

高麗 26－47－56 0.7530 72646 ７ 清海波16 37－32－19 0.7237 97800 22 48

天城11 26－47－02 0.7550 伸蛎美Ⅱ72798 178 38－07－07 0．7248 99462 23 49

籏車角II 27－06－39 0.7525 73443 9 19 CLASSⅥ

OSE 26－00－55 0.7844 73462 10 20 YUKI－II1 ① ①26－40－17 0．6843 65704

INDEPENDENCE 29－15－52 0.7540 79435 11 33 ESMERALDA 27－56－22 0．6843 68827

TILDEII 29－44－09 0,7570 81036 12 ③
句句

○ノ ORIENTALWIND 29－16－53 0．6843 72093 15

DAPHNEⅢ 33－28－12 0．7530 90730 13 42 BUNBUNII 29－35－25 0．6843 72895 18
へ

MARTHA 33－29－57 0．7530 90809 14 43 TRACER 30－10－58 0.6843 74354 5 ワq
全』

VOLANSII 33－39－25 0．7550 91479 15 PASSAT44 30－33－52 0．6843 75294 6 24

CLASSV E白 33－27－24 0．6795 81841 ７
’
８
’
９

38

CLAZY－BLUED ①25－36－13 ②0.7258 66899 竜馬 35－03－10 0.6843 86351 40

青雲 ③25－41－40 ②0．7269 67238 ARIADNEII 38－08－28 0．6843 93959 45

SPIRITOFBARON 25－48－28 ③0.7258 67432 DEVLAII4 38－08－37 0．6901 94762 10 46

JINⅥ ④26－34－06 0．7237 69219 7 CHICO 38－33－33 0．6890 95642 11 47

龍飛II ⑤26－50－30 0．7226 69824 Nクラス8

T汎CHYON ⑥27－04－58 0．7258 70764 附電12 34－02－00 0．6641 81365 1

MAYSTORMIII 28－11－55 0．7248 73578 ７ CROW21 33－58－45 0.6723 82239 2

REDSHARKII 28－26－14 0.7237 74088 8 22 PANPASS 33－44－17 0.6795 82530 ３

MACHERE､LAETICA 29－00－48 0．7226 75474 9 25 PLEIADESCLUSTER 33－34－38 0.6970184251 4

MERYJANEII 29－30－28 0．7183 76303 10 26 てんとう虫 34－56－26 0.6807 85622 ５

EMILY－II 29－17－39 0.7258 76542 11 27 TINAIII 33－18－15 0.7226 86636 6

祥鳳 29－18－53 0．7258 76595 12 28 マッノ、11 38－10－59 0.6890 94709 ７

陽焔11 29－34－05 0.7258 77257
1句

10 29 TIARI 38－07－22 0.6924 95026 8

GORGON 29－58－11 0.7183 77498 3014

DNFASUKASPRINGBILLYTHEKID-アキラVTSURUGI 29－55－44 0．7258 78200 15 31

第3回江の島・清水レース成績表

NORC近畿北陸支部

ポイントレース成績表

帆表委員長森岡忠美

へ

闘。今回のレースで駿河湾支部所属艇か関東艇に互し

て10着迄の中6艇入った事は着々と実力をつけて来た

証拠であると思われる。18日14:00よりの表彰式パー

ティは東海大学経営の三保文化ランドプールサイドで

行われバンド有l),シシ舞い有りの余興入り，2代目

小政オーナー大口氏の尽力により大マグロ2匹のブ､ソ

切りサービス有りとの盛りだくさんの越向で有ったが

レース疲れと帰京心矢の如しでもう一つ盛')上らなか

ったのは残念であった。尚清水泊地に於て40隻の関東

艇を一週間泊l)込みでワッチをした東海大学風っ子グ

ループに誌面をお借りして御礼申します。

ケ
ニ
フ
ス

3回城 4回戦Sail

NQ
艇 名

着順 着順TIME TIME

1h-49L50s 2ILO2LO9s名水IIA 1641 1 1

B 1797 SPIRITOFE 1－49－301 1 2－01－18

B 1852 果浪 2 1－50－12 ３ 2－06－23

B 1696 DARKHORSEII 1－51－25 2 2－04－564

B’1781 かれいII 5 1－53－19 4 2－06－37

B SEVENOCEAN ３ 1－51－07 8 2－10－10

年限無’8B 1845 2－01－34 5 2－08－18

※支部・フリートのレース（帆走）委員会にお願い〃

支部・フリート主催のレース成績表及び報告書をレース

終了後，支部レース委員長経由で本部レース委員会宛お送

りください。なお，会報用としてそのレースに関するコラ

ム及び写真も|可封してください．

B 1902 VILLAD,ESTE ７ ’－59－351612－09－07

B 1795 ZORO 1－56－506 ７ 2－10－08

B 1783 EMMANUELLEII T，L 9 2－11－19

B YOUⅡI1876 T・L 10 2－12－16

16261旗龍111B ，．N･S ，．N，S

(18）
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う 瀞

､

ご主

垂驫頁錘歎 識

ヨットの写真集
吉谷龍一

雨や嵐で海に行けない日，冬の夜の炉端，また親し

～いヨット仲間の集った時など，ヨットの写真集は良い
伴侶である。長い間に少しずつ集めて来た写真集を取

り出して風をあてながら，今日はそのいくつかを御紹

介してみよう。

鰯

イギリスの写真集箙隠蟹本場だけあ罰￥
■ビーヶンのものBekenは父子2代続いてカウズを中

心にヨットを写している。父親のフランクはすでに18

90年代に初めたという。その当時は専用艇を持たずデ

ィンギーの舷側から乗')出して写していたそうである。

息子は17才であとを継ぎ、いまは25フィートの専用艇

で追っているが、カメラは父子相伝の手製の重い乾板

用のものだという。
､

TheGIoryofSail"1959年発行。
ほとんど白黒の写真。しかし，登場するのは古いテﾞ

インギーや名艇，またウファフォックスも時々，顔を

出している。

へ帆YachtS〃カラーばかりの小さな本,1960年発行だ
から，被写体は前者とほとんど同じ。
1， 〃

BekenofCowesLes"営邑antsdelavoile
､Beautedelavoile〃この3冊はビーケンの3部作で

ある。はじめのは父親のビーケンが撮った1897-1914

までのもの，歴史に残る大型艇が中心。カラーもある

が着色石版刷からの複写，次ぎのはジャイアンツの文

字通りJクラスボートや12メーター艇が主である。

最後のは大型，小型，モーターボートまで種々，登場

する。あとの2冊はパリのArthaud発行のものだが，

たしか英語版も出ている。以上3冊とも大版の豪華装

丁である。

■ラムゼイのものアイリーン・ラムゼイは婦人写真家。

テ・インギーの写真が多い。

､DinghyDays"1959年,Adlardcoles発行，このな
かにモリス・ローゼンフェルドが応援した8枚（いず

れもディンギー）が含まれている。

､SailingBoats"1962年発行，すべてモノクロである

蕊｡""鋳※
可1哩靜

章蕊
蕊4'、
晋率品

鯵
膏趨

学瞥"‘

がヨットハーバーやクラブの生活も沢山出て来る。

■ピーター．ヒートンこの人は帆走技術の解説者とし

ても有名である。

､Boat〃ヒートン自身は写真家ではないので色々 な写

真を編集したものである。｜帆走中のヨットばかりでは

なく，ボートを中心にした風景や婦人や犬まで含めて

の乗')手も題材となっている。いわば生活型ともいう

べき写真集である。
、、

YachtingaPictorialHistory"ヨットの起源から大

型艇，スチーム・ヨットの時代を経て，戦後のヨット

界，モーターボートまで含めて年代的に写真で示して

いる。

慰霊
米国建国200年祭を祝う帆船写真提供岡田豪三

ｽｲｽの写真集哩為隙懸就纈證、
はチューリヒで発行されたもの。カメラはリヒアルト

フアイト。ただ，場面はマイアミとかナッソーとか米

水域が多い。黒白である。

アメリカの写真集アメリカといえばまずローゼンフエ
ルドである。

■ローゼンフェルドのもの 改めて云うまでもなく最も

有名なヨット写真家。とにかくポーツマスでの日露戦

争の講和会議の際の唯一のニュース写真を撮ったとい

う。現在は3人の息子が継いでいる。

UnderFullSail"いくつか出ている彼の写真集のう
、

ち，その搬影生活50年を記念したこの本が最も有名で

ある。掲載されている196枚の写真は古いヨットマンに

は大てい雑誌でなじみのものである。解説がまた経験

の古い著名な評論家，エヴァレ､ソト．モリスである。

(19）
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Oiaue

(アーラ,まあ……）

柏村勲

筆者はトンガ諸島，オネア

タ島に今度クラブハウスを

開くことになりました。8

月28日オープンの予定です。 蕊
最近，日本の海でセーリングするチャンスがほと

んと．ない。一年のうち2，3ヶ月トンガでのんびり

過すバチが当っているのだと，目をつむって耐えて

いる感じなのである。

その分だけ，夢がふくらんで，その夢との迫っ駈

けっこがまた初まる、

私の会貝番号は0061,意味はよく判らないか,N

ORCでも古い番号に属すようになったらしい。当

時は，油壺はガラ空きだったとか，エンヂンも持た

ないで式根の野伏港から,NEの強風をまともに'受

けて，タックしながらあの狭い湾口を抜けたとか，

ライフ・ラインもない船で，腰まで波に洗われなが

らジブを交換したとか，そんな話しもあった。

その頃から，レース派とかブルーウォーター派と

か耳にしていたか「俺は，ブルー・ウォーター派な

んだ」と云うことは，如何にも格好よくて，それが

レースに参加して勝ったりすると，余計に肩を蝶え

させるみたいだった。私も，レースは好きだったし，

今一歩のチャンスに惠まれなからも，遂に一度も優

勝の感激を知らないま、現在に至る。

今は，チタの丹羽さんから贈られたレッド・スタ
オイア'ソーゴー

ート15に《Oiaue>(トンガ語）と名をつけて，トン

ガの青い海をチョコチョコと走ったりしている。澄

んだ海は底が，よく見えるので，逆に深さの見当を

なお，ローゼンフェルドのもので､TheStoryof
AmericanYachting"がある。これも彼の写真中心であ

るが文章もまた多いので今回は割愛しておく。

■ビｰｽﾄﾝの写真集ちょっと珍しいものとしてサン
フランシスコ湾のヨ､ソティングのみを写したBeeston

の､OfWind,FogandSail〃を紹介しておこう。

各ページとも文字通')霧のサンフランシスコとヨット

である。

ヨットばかりでは少々手落ちなので

帆船の写真集、TheGreatAgeofSaillﾊ､Windjam-
-merParade"などもあげておこう。前者は昔の帆船

(20)

誤ってコーラルに足をとられては「オーイアウエー」

一米に余るバラクーダが，美事なテール・ウォーク

でバウを横切ったといっては「オイアウエ／」なとﾞ

と楽しんでいる。

せめて,60浬彼方のノムカ島まで行ける船が欲し

いな，と内心思っているが，内証の話，そこは魚や

貝の宝庫なのである。

人間には，自分の大切なものは推れにも見せない

で，自分でコッソリ楽しむ型と．みんなこ－いと大

声を挙げ，一諾に楽しもうとする型があるようだ。

私は，明らかに後者に偶し，いま無人島に作ろうと

している‘､ハダンで生活する文化村”にも，できる

ことなら世界中の人々に来て貰いたいとと思うし，

トンガの海も，できることなら日の丸つけたヨット

が集って，島から脇にホッツキ歩き（トンガは南北

200浬170余の品があるのですぞ）たまにはレースを

やったl)して,貿易風に吹かれながらみんなで－杯飲

んだ'）したら，どんなに血白いだろう，と考・えたりする

ヨット乗りに「トンガの，うちの島に米て下さい

よ」というと，きまって「行くときはヨットで行く

よ」という言葉が返ってくる。レースとクルージン

グを兼ねたヨットの大船団が,NORCの統卒のも

と大挙日本を後にし，南太平洋にコースを定めてス

タートする，そんな日がいつかくるかなあ，などと

夢みたりするのである。オイアウエー

が中心，後者は1972年のキールのオリンピックを祝っ

て集った65隻の帆船のパレードの記録。今年の米国の

200年祭を記念したニューヨークの記録。

200年祭を記念したニューヨークの大帆船パレード

の写真柴もきっと出るだろう。

最後に日本人のものを塙前だけあげておく。

○伊僑照美美しき帆走講談社

○中島房徳ヨ､ソト毎日新聞社

○浅見嘉猜夫帆船毎日新聞社

○中村庸夫世界の帆船平凡社

○世界の船朝日新聞社

″、

へ
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ハワイ出航を10月14日と定め、船体の上架、食料品

購入、税関手続き等まことに目まく･るしい日々を送っ

て、10月12日には、EXPO75年ハワイー沖繩レースの

Startを見送I)に行った。彼等の輝やかしい期待と、

また航海中に遭うであろう不安なとを想像するにつけ、

全く他人事でないものを感じ、今から始まろうとする

都鳥の事が童な')合って、身に詰まされてくる。

10月14日15時「さあ愈々 出航だ」AnchorsAweigh

myboy./AnchorsAweigh.まるでハワイI|約が軽快な

Melodyを奏でてこの都島の門出を祝福してくれている

ようだ。行先はアメリカン・サモア．、ソヅイラ烏だ。

風さえ船尾から快よく吹いて、左舷クオーター、速力

8ktCourseは180度の真南だ。さあ愈々この都鳥もこ

れから素晴しいドラマが始まろうとしている。

Singlehandで今太平洋を西え西えと走っているヨ

ット、一昨日ホノルルを出発した大型グループのヨッ

ト彼等は今沖繩のEXPO会場に目的を絞っている。各

艇夫々の持味はあるにしても、夫々独自のドラマが展

開している事であろう。又しても太平洋横断レースの

仲間の事がしき'）と想い出されて来る。太平洋の真唯

中の大洋での生活／恐らく岡(オカ)に居る人達には凡

そ想像もｲ､1-かない事許l)だ。米る日も又来る日も

「揺れている」「カタムイている」「女がイナイ」こ

の確かな事実からは何としても逃がれる事が出来ない。

この厳然たる三つの事実を大前提として、如何にし

て大海原の日々を面白可笑し〈過ごすかを大真面目に

南太平洋航海記その1

南十字星の見える海

増井宗男

昨年から今年にかけて、こんなに多くの日本のヨ､ソ

トが、大平洋を所狭しと走り廻った年はない。

都鳥は1975年のトラン・パック・レース終了後、ホ

ノルルに3人の「船番」を残して帰国し、次のレース

計仙iの準備を行った。

我々のレース計1町．それはオーストラリアで行なわ

れる、シドニー・ホバートレースの含まれた、South-

ernCrossCupSeries香港、マニラで行なわれる

ChinaSeaRace、続いて沖繩．東京レースと可成I)

Hardなものだ。レースの結果、模様などは他の人達
～
にお任せすることとして、私はその間寄港した憧れの

南太平洋の島々のこと、そして強烈な太陽のもとの長

い長い航海のエピソード等を書いてみたいと思う。

都ﾊﾙの寄港地はハワイのホノルルから始まり、サモ

ア猪ﾊﾙのパゴパゴ港、フィジーのスバ港、ニューカレ

ドニアのヌメア港、オーストラリアのシドニー港、タ

スマニアのホバート港、パプア・ニューギニアのラバ

ウル港、秀港、フィリ、ソピンのマニラ港とヨ‘ソトマン

なら誰もが「よだれ」の出そうな、この豪華な港ばか

l)だ。

ホノルルからの都鳥の回航は筆者「増井を責任肴に

する」という岡崎Ownerの、気狂いじみた、全く信じ

難い一大決断によって、私の様な未熟者の青二才に、

最新鋭のアドミラルカッパ-54フィートのFree-Hand

を与えられた事は、私が結婚した時よl)も、また子供

が生まれた時よ'）も、何物にも増しての感動.ノと云う

よりも、むしろ戦|粟をさえ憶えた。トランパック・レ

ヘースで初めて54フィートという大型ヨ.ソトを経験し、
2200浬のこの航程は私にとって、ヨットマンとしての

花道、フォアデ･ソキであった。この感動も覚めやらぬ

この私に、今度はスキ､ｿパーとして、9人の若いクル

ーと心を一つにして5500浬の彼方のシドニーまで行け

るものなのか。ヨ､ソトそのものの運航の技術もさるこ

とながら、私自身が備えている精神的な面で果たして

Leadershipが取れる人間であろうか。また彼等がこ

の私についてきて呉れるだろうか。この様な輝かしい

希望と期待とそして内面的な不安などが止めどもなく

交錯する。

こ、で都島のcrewを紹介しよう。総勢10名のうち5

名はこの都島でトラン･パック・レース･に参加したCar-

rierはあるとしても、あとの5名はレースの経験は無

いと云ってもいい。然しながら、この未熟な私に快よ

<Free-Handを与えたOwnerの全乗組に対する期待に

は何としても答えなくてはならないと、可成り悲壮な

決意で空路ハワイへ向ったものだ。
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赤道附近の日の出

考えなければならない。こうした環境に置かれると、

先づ最も原始的というか、基本的な次の様なことに気

が付く。それは、生まれも、育ちも、職もそれに教育

のされ方も、身体も顔も…よくもこれだけ違うものな

のか、文字通り10人10色である。つい2．3カ月前迄

は他人同志であった都鳥Crewの人が如何してこうも

仲間意識が持てるのであろうか。唯一の共通点.′それ

はﾞヨットが死ぬ程好きである〃ただそれだけの事で

ある。

ハワイを出るとき、あんなに張り切って元気であっ
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上段右より琳井氷男市来

善郎小林良一鴫海裕次

都築行弘下段右より柴IH

裕平渡辺洋二宮信行
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今我々が望んでいるものは｢揺れない場所｣「旨い食物」

｢キレイな女｣ただそれだけである。食料計画に沿って、

ハワイで購入した「ゴウカ」食料も所詮波の上でのメ

ニューは固定されてしまう。でも、最も人気の集った

ものは、「力わかめうどん、とろろ添え」だった。我々

はサンバードのご好意により大量の香辛料を持ってい

たので、各人が夫々好みの味付をし固定され勝な食物

に変化を添えることが出来た。限られた狭い艇内での

食事とそれに伴う何気ない会話は船内生活での重要な

意味を持っているものであるが、こうした会話内容の

Bestthreeは食物、女、しもの話に遂きる。こんな

範囲の会話が流れている内は、まあ何と云う事はない。

然し、三番目のことに関しては航海も半ばを越す頃と

もなると、各自の身体から一旦離れたニオイが時には

云い争いの原因にもな')得る。(私は今も尚冗談であっ

たのだと固く信じているが)｡人によってVolumeの差は

あるにせよ、毎日全員が全く同じものを食べている訳

である。とすれば必然的に同じニオイが放たれると考へ
え勝であろう。然しながら現実は大違い。一度び、一

味ではなく、「ひと臭」違うものを放ったらさあ大変、

少〈共3日間は白い眼で見られる。このことは、年令

や地位には全く関係がないらしい。つい先頃行われた

トラン・パック・レースの時もそうだった。このレー

スに出場した都鳥の岡崎Owner、サンバードの山崎

Owner、Contessaの石原の裕ちゃん矢張りこの原始

ルールから外れていた訳ではない？

太平洋の大きな海図に船位をplotした場合カタツ

ムリの様なのろのろ歩きの膝栗毛航海も10月22日に無

事赤道を通過した事とした。「オーイ前方海面に赤いブ

イの線の赤道が見えるぞ」熟睡した許i)の同僚が「オ

イ、オイ何処に見えるのか｣｢赤道なんて見える訳ない

じゃないか」一杯喰わされたと知った非番の彼は本当

に怒')出した、そんな話を聞いた事があるが、まこと

赤道の赤線は何処にも見当らない。

た新人の4人はア､ソケなくdown。今1人新人の筈の

宮は｢Contessa」からの助シ人であるが、矢張I)一味何

かが違う。長い輝やかしい歴史を経ている「Contessa」

自身が知らず知らずに良きCrewを育て上げるSometh-

ingを持っているせいかも知れない。都鳥のこのメンバ

ーも早くそうな')たいものだ。

ホノルル出航のときのあの慌ただしい、艇の整備、

船用品の取揃え、まだ十分に気心も判っていない新人

かんのスリ合わせ、陸上の諸々のノイズ、それら一切

を出港と共に、きれいさっぱり洗い流して、そのあと

に残ったもの、それは「ヨ､ソト乗り」そのものズバリ

である。そうは言いながらも10人の新しい組合せの歯

車が免にも角にもSmoothに動くまでには、たつぷl)一

日以上は時間の経過が必要である。この一時期が過ぎ

ると、大海原の雄大さに、改めて眼を見はる。

直赤な太陽が西の水平線近くに下りてきた。普通真

昼間の太陽の動きは肉眼では動いている事すら感じな

い。僅かに、六分儀の望遠鏡を通して初めて刻々の太

陽の動きが判る程度である。しかし、この太陽も水平

線近くになると、急に太陽それ自身が大きくなった様

に我々の眼に映る。と同時に徐々に下降を続けている

様子が肉眼でもよく判る。そして水平線の向うにすっ

ぽり沈む頃、それは数秒かも知れないが突然Speedを

増して急激にドカンと沈む。しばらくして再び太陽の

沈んだ水平線を眺める。そこには、あかね色に染った

入道雲がきれいに樅に並んで都鳥に何かを語')かけ

ている様である。水平線のはるかに彼方なので入道

雲の感じは全くなく、行儀よく一列に並んだチューリ

ップのようだ。静かなSunset、それに力強いSunriseo

でもこの様な気分が味わえるのは、港を離れて僅か3

日間ぐらいのもの。

だが、10人のCrewのうち、そんな素晴しい感情に

一瞬ひたった人は他にあったのだろうか。もはや我々

Crewにとって、海も太陽も、月も星もクソ喰らえだ。
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赤道通過の夜は、全員喜びに爆発し、10人の男が狂

った。その夜の詳しい、もっと具体的な事を望むかた

は、直接私宛お尋ね下さい。"Ownerは怒るだろうな

ァ、でも判って呉れるかな、わかんねえカモ？”ハワ

イからの初の航海も2400浬を踏破して10月27日0700，

2週間振')にLandfalll400ツツイラ島の風下、南側

に入った。

常時陸上に生活する人達には大地の臭なんて、てん

で気に止めた事すら無い。でも2週間海と帆と空だけ

眺めていた我々は鼻が、すごく敏感になっているのだ

ろう。「土の臭」がつんと感じられる。「オヤ、自動車も

走っている、ここがパゴパコ’だ。デ､ソキに打ち揃っ

たCrewはみな自信に満ち溢れた顔で無言で島を眺めて

いる。

日々の天測のう．p･ソトには自信がある。然し乍ら、そ

への計算の通りの時間に目指すパゴパゴの緑が出現して
呉れるであろうか。私もそしてNavigaterの岩沢も、こ

の目で烏を認める迄は、自1i;と不安と安心の入I)交っ

たそんな気持が解消されるものではない。

みんな､烏に酔って、ガヤガヤ云っている内に､20kg

もある「ヒラアジ」か釣')上げられた。「今夜はこの刺

身で一杯と行こう」これがあるからヨ･ソトは止められ

ない。ヒールしないIII板で、炊きたての飯、冷たい刺

身にビール。遠くサンゴ礁の彼方に波の砕ける音を快

よく聞き乍ら、僕は幸福だなァ･･･…･''･

湾の向うの上をケーブル・カーか横切ってお')、そ

の背後にはRainMakerという山がある。この山に雲

が掛かると必ずスコールか来ると調われているが、お

多分にもれず強烈な雨と風か我々の艇に襲って来る。

このスコールで想い出したか、航海中のスコールの利

用方法は次のようである。

1．赤道付近の海域だからと云っても、アビームから

前の風の時の風と雨は肌寒い。この場合船を追手に

へする方がよい。それはアケインストで風を受けてい
る時よ'）も、比較的長時間スコールの恩恵を蒙むる

事になるからである。

若し、そうしないと、シャンプーをスコールで洗い

流す以前に雨が止む事がある。こんな時あと味の悪

い事おびただしい。

2．スコールは雲行きとその色合で大低通過が予測で

きるものであるか、スコールが来たら、メイン、ハ

リヤードを50cm程降ろしてルーズ・フ･ソトにし、其

処に水を貯めて使い、簸後の仕上げには其処に横に

なるのが抜群だ。

3．この大自然のままのシャワーを浴びると身も心も

一挙にきれいさつば'）となって、特に洋上のストレ

ス解消には妓適である。

赤道を挾んだこの航海で、都鳥は一日平均170浬は

走る。時速平均7ノ･ソト誠に快調である。

次号へ続く。

第17回鳥羽パールレースに参加して

LEGOELANDⅢ浜田実
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元気に出艇するル・ゴエラン号クルーの面々

‘Ijz真提供なかよし造船有|服会社

本年の鳥羽バールレースに参加を決めたのは，4月

の末頃だったと思う。4月3日，国際ボートショーで，

目差すなかよし30を兄弟三人、自分の目で確め契約し

た。当初7月末の艇完成を，レース参加のため出来る

だけ早めてもらう。実際に「ル，ゴエラン号」が伊勢

で降')たのは7月14日である。マストが1日，2日ば

か|)遅れ、テスト帆走は16．7日頃だったか？，これ

に立合ったのは艇長の健一（私の弟）一人だった｡そ

して22日に艇長の長男，良論と私の長男，圭（同く中

学二年の二人を少しでも艇長の手助けをするため，新

艇に送り込む。私等，私，健論（艇長の下）と友人の

木下一二二君の後発組は，私の仕事の都合で，27日夜

行で青森を発った。その頃「ル．ゴエラン号」は鳥羽

に移っていて，翌28日，正后過ぎ艇に到着したなかよ

し造船社長．木原氏の指導で全員でセーリング試走，

トップジブ及びラジアルへ､ソドスピンをあげる。正味

2時間位の練習，29日，この日も木原氏の指導でリー

チングスピンにこの日届いたストリーカーを張った。

稚誌や写真ではお馴染だが|'l分達ではるのは初めてで

ある。半分兇とれて居る間に3時間位で練稗は打切'）

となり，あとはレースのための食料買い出し。パーテ

ィと時間が経過，明日はもう本番である。昨日，今日

とやったトレーニングは全く消化不良で，それを考える

と吐き気がする。私は半分!諦め，さっさと邪魔の入ら

ないフォクスフルで寝てしまう。艇長と健論が海図な

ど出して暫く打ち合せして居たようであったか，これ

も早々に寝につく。ナビ，コースの決定，作戦はほと

んど艇長まかせである。

レース当日最後尾からスタート地点に向う。スター

ト15分位前に到着，スタート前の数分間を健治が8mm

を廻す。欧〈撮れれば良いか」ル・ゴエラン号チー

ムとしては，この記録は，レースの成績と同じ位い価
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値がある。青森の仲間に「こうであった」と．…“これ

からもレース中出来るだけ機会を見て撮影するつもl)

である。フイルムは20本持ち込んでいる。

いよいよスタートである。八丈のアドバイスもあっ

て，風下側から出ることにする，あと数秒，全艇がくﾞ

んく＄んスタートラインをつめてゆく。

青い空と青い海の間，三角の白い帆の華の中に在っ

てただ時の刻みだけを意識に，その瞬間だけを待つ…。

「ゴー／」気合を入れて出る。まァまァのスタート，

神子元を遠く廻って一旦ストリーカーを下す。大島

の燈台が近くなってからもストリーカーを上げるのを

ためらっていたら，後方からく‘んく'ん迫ってくる燈が

ある。暗くてよく判らないか，ヨットに違いない。ア

ット云う間に追いつかれて見るとストリーカーが見事

に張っている。ストリーカー1枚の威力は恐るべきも

のだ。我々もすぐあげる。その場は辛じて抜かれずに

すんだ。それにしても下田あたりから全然進んでいな

い感じ，下田，川奈，東伊豆あた|)の灯が仲々変って

行かない。朝だろう｡…･･･大,Wﾙの真中あたりで夜が明

けはじめた。大島の岸に3．4ハイ，伊豆の岸にも居

る。先行艇は20パイ以上か，やがて大咄のかげからも．

続々と現われてくる。この辺でも8mmを廻しかけたか，

さすがにもうそんな余裕もなく、當士山を撮')そこね

た。大島を出たあたりで，潮に乗る。沖側と岸の両側へ
の艇が目に見えてさがる。「これは､ｿ」と思ったもの

も束の間1．2マイルでもう消えていた。フィニ､ソシ

ュ地点は早くから出してあったが，先行艇が，様々な

方向に走って行くので，仲々判然とはつかみにくい。

それにしても初めてのストリーカーは，雌物だ､。色々

やって見るがと．うも落ちつかない。ストリーカーは踊

りの名手か，ばたんぱたんやっている内に，「侍」に

追つかれた。あとゴールまで4．5マイル．突然各計

器類が死んだ。バッテリー（50アンペア）が完全にあ

かってしまった。ここまで来れば「まァ，ドォってこ

とはない，ご苦労さん」。あと2マイル位になってよ

うやくストリーカーが落ちついた。すぐ･其処までせま

っていた「侍」の追込みがピタリと11当った。しかしゴ

ールの進入路か解らない。「いっそのこと侍に抜かれ

た方が良いかも」，と思ったら，艇長もその考えだっ

たらしい。しかし抜かれたくはない。ぎりぎりまで頑

張る，マークの旗の直前，スピンを降しセール交換の

間に，すんなl)「侍｣に抜かれて，ゴールした。着lll日は41

番コミ､ソテイの方は,Nクラスなので良い，せんだ／」へ
と云われたか，とゞの程度よいのかその意味はよく解ら

なかったが，城しい。私は全く満足だった。艇長以下

皆んなもその様だった。

このレースを振返って見て，此処までやれたのは，

艇長はもちろんだか，艇長の,ILj,子の良論君に負うこと

が大であった。今まで19呪キングフイッシヤーに乗っ

ていた我々としては，全く不'|fiで，まごつくことばか

り，我々より6日早く新艇についた良洽君は，スピン

ストリーカー，各ジブのセットはもちろん，何にから

何にまでやってのけ，我々の間迷いをたずちに指摘した。

私の息子は残念ながら，初めての外洋帆走に酔ってし

まったが，良摘君は全く快調でこの後，青森への回航

にも乗る．ことになって居る。なんとも頼しぃ子である。
レース運営にあたった方々，レースに参加された方

方，御苦労さまでした。

&

､

建
副》
》
診
一

嶺
一

スタート直後のル・ゴエラン号

写真提供なかよし造船有限会社

悪くはない。走')出してしまったら自分の周l)のほん

の数艇より視覚にない、これにせり勝つためにのみ全

力を集注する，マークする筈だった艇のことなど忘れ

てしまっていた。スタート直前，八丈が私達の前にあ

ったのだが，スタートと同時に，見失っていた。先行

するもの後続するもの，3．4時間もすると，見渡せ

る海面いつぱいに散って走っている。このあたりでも

8mmを数回廻す。我がル．ゴエランは，中間コースを

とる，スタートは，ヘビーゼノア，コースが変')次第

順次、トップジブ，リーチングスピン，ラジアルヘッ

ドスピン,と換えた。どれもトラブルなし旨いこといっ

ている。

日暮は何処のあたりであったか．御前崎手前あた'）

だったと思う。（私がこの原稿を書いている今艇が青

森へ回航中なので，資料が全部艇に在り正確なことは

解らない)｡夕焼がかった水平線近くスピンがいくつも

浮びあがる，初めてお目にかかる情景だ。また8mmを

撮る。我々の前方を横切った挙動不審の韓国船が又，

戻って来て隣を走っている艇に，スピーカーで清水港

を尋ねていた。

暗くなって少し風が落ちたのでストリーカーを張る。

コースが合っているのかなんとかものにする。卒船の高

い瞭火が目まく．るし〈私達の周りを往きかう，真暗な

お化け屋敷の中に居て，次々にお化けの集中攻撃をう

けている様なものだ。
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支部

フリート

だよりノー生ロノ一一一
一三二テーニ

ニーー
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東 海支部一‘､‘~
艸止支部催大矢隆

東海支部は，おもに伊勢湾，三河湾を中心に活動し

ておりますが，今春から五ヶ所フリートが発足し，さ

らち衣浦フリートが成長して，衣浦富貴フリートと，

衣浦武豊フリートの両フリートに生まれかわり，従来

への鬼崎フリート，三河湾フリート，鳥羽フリートとあ

わせて6フリートとな'）ました。さらに今後も四日市，

津，あるいは幡豆などの艇が増えてフリー卜してまと

まるのも近いと思われます。

東海支部のレース活動は5月の熊野レース(100浬）

10月の東海レース(125浬)11月の野烏レース(70浬）

の3レースか中心です。前二者は熊野灘を往復するロ

ングレースで，途中には伊良湖水道，布施田水道など

難所が多くシビアなレース腱開にな'）ます。後者は，

湾内の周航レースで変化か多く楽しめるレースです。

'|li例の鳥羽パールレース（本部主催）には当支部か

らも多数参加していますが，地元スタートという地の

利と他支部の艇と一緒に走れるという魅力でしょうか

へ

Iハ11

支部で主催する前記三レースより参加数が多く，今後

の支部レース活動の一つの課題になっています。

陸の上での支部の行事は，隔月の例会が中心です。

3月には，本部の山崎海事普及委員長の御協力を得

て「サザンクロス･カップレース，のフィルムを上映し

ましたが，武村氏の解説よろしく，盛況でした。

5月は，トンガのオネアタ島で愛艇「オイアウエ」

と共に過されている画家の柏村勲氏を招き，8ミリを

中心にオネアタの風物，生椚を紹介してもらいました。

7月には，伊勢湾三河湾周辺案内図（伊勢湾海難防

止協会発行）を編さんされた松本素直氏にその苦心談

とか図の使い方などを伺いました。

各例会は30～60名の参加があり，なごやかなふんい

きの中で，会員の親睦に役立っています。会貝相互の

話合う場が少いとの声もあるので今後の会の持ち方を

検討していく必要があり，諸兄の意見を期待している

次第です。

その他に，4月には本部よ｜)山口常務理事が講師と

して来名され，2日間にわた'）「天測講習会」を開き

ましたが，35名の参加があI)関心の深さは予想以上の

ものでした。

鳥羽パールレースを中心とした8月も過ぎると，9

月には東海安全フェスティバルがあり，下旬にはレベ

ルレースの全日本も三河湾で予定されています｡10月，

11月にはレース，12月には年末パーティと今後も行事

かつ､･きます。

以上の如く東海支部の現況なと≦を招介しました。活

動を盛んにしていくには，未だ問題が山積しています

が，徐々にでも解決していくよう努力しております。

岐後に，‘渚行1'Fに御協力下さった会員内外の各位に

厚く御礼申上げます。

西内海支部
IIq内海支部k岩田行史

本格的ヨットレースを迎え，我が西内海支部は日本

有数のレースコースに恵まれているとはいうものの，

湘戸の朝凪，夕凪を含めて，風の少ないのは困りもの

広,岬ル

リ島
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である。これが我々一番の泣きどころではあるが，景

色のよさは抜群で他支部の垂挺の的でもある。

年間のレース計画として2，3，4，9，10，11月は

ポイントレース。5，6，7，8月はクルージングレ

ースに重点を置き，陸のラリー，オリエンテーリング

等を海に置きかえて，恵まれた島々を大いに利用した

真のクルーザーレースを行いたいと思う。

オリンピックコースとか20マイルレースではどうし

ても特定一部の集りになりがちで，毎回15,6艇の出場

にとどまるが，ナイトレース（1泊2日）をやれば最

低20艇の参加があるので風のない夏場はファミリー的

クルージングレースを主体に行えば，その中から真の

レース派が生まれてくるだろう。

現在はナリュー(NAYRU)レーティングでやってい

るのでどうしても上位艇が決った感があり。参加して

も入賞の可能性がなく出場を見合わす艇も出て来るし，

付き合いで参加する艇もあるとうかがわれる。一時期

好評だった西内海独特のTCFで，出場すればどの艇

でも入賞可能というレース方式，又前記のラリー的ク

ルーザーレースを行うことによって参加すれば面白い

ということを強く印象づけ，一般でも多くの参加をは

かりたいと思う。

近畿北陸支部近畿北,嬢支部長三井祥功

1976年度後期の近畿北陸支部レースは，下記のよう

に行います。

レース名｜節3回多景脇レース

コース

（回戦）

距離

スタート

柳ヶ崎～多景島田(反）

白石（反）～柳ヶ崎

約47.0M

10月16日21：00

鞆3回竹生レース

大摘～多景（反）～竹生

（反）～大橋（反）竹生

（j又）～柳ヶ|崎

約94．3M

11月21日22：00

横浜フリート
大島ランデブー小杉行雄

今年で第3回目を迎える「大島ランデブー」は，8

月1日開催となった。日程の決定に際し，大分協議が

重ねられたが，結局休日の多い8月第1日曜となり，

烏羽レースとかち合う事となった。だが，7月末まで

に参加申込をした艇は21艇にのぼI),関係者一同大い

に奮起した。集合場所を岡田港とし，地元子供達を浮

波港まで乗せるヨット教室を実施した昨年に対し，今

年は浮波港集合とし，ヨット教室は，浮波港沖に変更

した。なおヨット教室は，いつも泊地や避難港として

利用している大島の人達と我々ヨットマンとの交流を

深める一環として毎年実施しているもので，各参加艇

に4～5名づつお願いしているものです。さて，当日

は，日本海に前線が停帯し，それに吹き込む強い南西

の風が（約8m)2,3日吹続き波もや、高い天候で

(26）
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大島ランデブー波浮港に集まった参加艇

あった。夜明けと共に風は落ちたのだが，それも束の

間大島に近づくごとに吹き荒れ始め,大島東岸（竜王

崎が見え始めた位置ぐらい）においては，三原山よ'）

の吹きおろし（15～20m)と波と潮の悪さが重なり合

い，参加艇を苦しめた。中には，岡田港へ引き帰えそ

うと考えた艇もあったほと．で，波のしぶきによる思わ

ぬ大島艇上の海水浴を味わいつ、，ほとんどの艇が集

合時間の午前11時には，浮波港へもやいを取った。こ

の様な天候のため地元子供達の安全を考慮し，ヨット

教室はやむなく中止とした。後で聞いた話だが，子供

達は，大いに残念が')，停泊したヨット上でロープの

結び方や，各部品等の説明でも良いから実施してほし

かったとの事で，ヨット教室に対する期待が大きかっ

た事を，今さらながら知らされた。

太陽か西に傾き，水平線を赤く染め始め，波静かな

浮波港にもほてった膚を心地良〈冷すとぽ')が降りる

ころ，大島勤労福祉会館（鉄筋コンクリート3階建てへ
の立派な会館でテニス，ボーリング等のスポーツも楽

しめる大変なものなのだ｡）において大パーティーが

繰')ひろげられた。－なお当日パーティーには，酒

と料理と………？は盟富に用意された。－参加艇20

数艇，乗組員130数名が一同に会し,開催担当者の挨拶

から始まり，大島町長，観光協会，浮波の港を良くす

る会等の方々の挨拶，各参加艇の紹介とセオリー通り

に進行，横浜より持参したたる酒の鏡が割られ酒が行

きかい始めると一気に歌が飛び出して来た。大島名物

のアンコさん（大島では，娘さんのことを意味するそ

うで，今回出席してくださったアンコさんは，昔のア

ンコさんが多かったが｡）による踊l)が披露されると雰

囲気も増々盛上り，各艇とっておきのかくし芸が次々

と飛び出して来た。中でも，女性を沢山乗せて来たの

でナンパ船にはならないと前置きされた‘‘ロータス”

の原さんによる「海賊の歌｣，“シースチー”の鈴木さ

の金原さんによる「海賊の歌｣，“シースチー”の鈴木
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声■
大島ランデブー大島青年団有志による御神大太鼓

さんによる「マドンナの歌」（題名は,はっきりしない

ので仮にこうした｡)等々楽しいものばかり，来年から

は「大島ランデブー」を「大島かくし芸大会」とでも

名称変更したくなるほど役者ぞろいでパーテーは最高

潮となっていった。最後に大島青年団有志による恒例

“御神火太鼓.，が披蕗された。これは，左，中央，右

と配置された3個の太鼓に5名か～6名か付き打ち鳴

らすもので蹄と動とのリズムがかもし出す音は，それ

はもう気迫にi,Miち迫力があり．雄大ですばらしいもの

です。ヨットマンたるもの一度は，この大出ランデブ

ーに参加し，自分の目で兄て，聞いておく必要はある

のです｡この御神火太鼓で最高潮|に達したパーティーも，

来年の再会を約束し，又，参加者全員の幸を祈I),N

ORCの発展を願いつつ，手じめでお開きとなった。

解散後も，今ださめぬパーテーの興奮による鼓動と御

神火太鼓のリズミカルな音とか共鳴しあい，いつまで

へも，いつまでもきらめく星空の中へ鳴り響いていった。

葉山フリート
山口彰夫

(1)本年度後半のスケジュール

葉山フリートの本年度後半の主なる行事は，次の通り

です。

(イ）フリート主催親善レース9月15日

年間3～4回行なっている葉山フリートの親善をはか

るレースですが，今回はお|鰈りのフリートの江の島の

皆様にも，お声をかけて一緒にやろうと計画してます。

(EI)HYC主催烏巾II子廻航レース10月10日

これも毎年，体育の日に行っている行事です。

(ハ)NORCポイントレース兼葉山オーフ°ン

10月24日毎年おなじみの葉山オープンが今年はNO

RCのポイン|､レースを兼ねる事になりました。いつ

もの通り楽しいパーティを計画していますので，多勢

の皆様の参加をお待ちしています。

(27）

(2)地元の子供達をヨットに招待

‘､いだてん，，の三浦さん‘･アルバ|､ロス”の矢吹さん

が中心になって，日頃お世話になっている葉山町との

親睦をかねて，子供会37名を8月8日ヨットに招待し

楽しい半日を過ごしました。小さなフリートなので油

壺のようにおおがかりな事は出来ませんが，13艇の協

力を得て第1回目としては，成功だったと思います。

佐島フリート
鈴木修

しにせ？油壺と葉山の中間に位置する、新興フリー

トであります。

佐鵬マリーナがその中心堆地となっていますか、佐

烏マリーナは森繁久彌氏が執海を楽しく〃をモットー

に手がけられたとかで､-|-年以上を経過していますが、

NORCのメンバーは農い間育ちませんでした。

こ、数年ようやくレース志向者が出て来て、四年前

にフリート結成したわけであります。

現在の所属艇は、フォンテーン11世を旗艦？として、

ジャンゴ、シューシュー、はてな、デブラ･ケリラ、ト

レードウインド、ジンⅣ、寿、十艇を数えるに至り、

NORCのレースでも仲々の成績をおさめる様になl)

ました。

結成当初から、、小和田湾の主〃と云われる、上原一

夫氏か．、フリートキャフ｡テンとして、リーダーシ､ソフ‘

をとられています。同氏の人柄と云うか、年の功と云

うか、フリートはまとまる様な、バラバラの様な、で

も楽しいフリートに成踵しつつあります。そのかげに

は、佐,I;ルマリーナの小野ハーバーマスター他擶氏の絶

大な理解がある'牌を、忘れる事は出来ません。

今年から佐蝸マリーナの社員でもある長谷川裕氏が

メジャラーの盗格をとられたので、計測も非常に便利

になり、又レーテイングについて極々相談出来る体勢

か出米た'l斗は大変喜ばしい事です。

佐ﾊﾙ水域のヨ･ソトの数から見ると、フリート加入の

艇はJi分の一にも満たない状態です。佐島マリーナの

現状から琴えると、NORCのレースのシビアさを敬

遠している人が多い様に思われ、フリートの増大は望

み薄の感じがします。た､･いづみたく氏を会長とする

ヨシI、クラブは仲々盛んで、殆どの艇がそのメンバー

である事を考えると、ヨットクラブが益々隆盛し、そ

のクラブ単位でNORCに加盟する、そしてそのクラ

ブ単位の個性あるレースが行われる－そんな時が来

ているのかも知れません。

敢後に佐肪マリーナをおとづれる艇の方に御注意申

し上げます。マリーナ入口の防波堤寄りは大変浅く危

険です。防波堤をまわってから大きく漁船群の方に近

づくまで大まわ'）をしてハーバー入口の真中をねらっ

てお入')下さい。佐島は入りにくいと、皆様に敬遠さ

れている様ですが、皆様との交流を強く希望してお'）

ます。（ミスター佐烏フリート）
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全対策・受付・表彰パーティなどの労務提供及び資金

集めを主眼として協力しました。寄付金は例年の如く

ちびっこグループの常連メンバーが率先して寄付して

くれ，更にこのレースの趣旨に賛同して新らたに寄付

をしてちびっこグループ．のメンバーになられた方も多

数います。しかし今後いつまでも一部の理解あるヨッ

トマンだけに資金をあまえてばかりもいられないでし

ょう。ヨットマンの資金面の負担を少しでも少なくす

る様な方向にもって行かねばならないと思っています。

寄贈品は本年もサンバードの山崎さんの好意によりOP

ボート・カレーが提供されました。カレーの肉は飛車

角の名和さんの寄贈です。毎回参加者にくばるコンピ

ラ安藤さんお手製のドーナツ，テ､ブラのお菓子に加え

て，更に今年はカネボウのシャンプーが花を添えます。

今年はテ．ツカイ寄贈品も目立ちます｡立風書房の900冊へ
の書籍・リーダーズダイジェストの300冊の書籍･オー

ディンの米一俵半・舵の優勝カップ・加藤ボートのト

ラック貸与・日本タイマート加藤氏の高級時計10個な

どがあi)ました。又遠く名古屋・千葉の館山からの寄

付もあ'）ました。特に今年私達が心配したのは労務提

供者の人集めでした。しかしこの親善レースの趣旨を

理解してくれた30艇98名のクルーか集まってくれまし

たのでボート運搬係の歌田さん，コミッテイの阿部さ

ん，配艇の楳田さんなどホクホク顔でした。当日のメ

ダマ商品は何といっても‘赤シャツ”ではないでしょ

うか。プシイキャ､ソヅのピケの岩井さんデザインのち

びっこマーク入り赤シャツをミフイーの岩田さんが安

く提供してくれました。老若男女が（ちびっこマーク

入')の）赤シャツを着て油壺湾入口を，レースに，コ

ミッティに，そして観戦に飛びまわる様子はよく目立

ちきまっていました。ちびっこたちはレースの合い間

に，カレーを食べ，油壺湾奥のヨット広場での表彰式

では，カップやたくさんの本をもらい，ヤキソバをた

べた')、ジュースを飲んだりして，篠原さん・三樹さへ
ん司会による風船遊びをしました。三樹さんの主宰す

るバレー学校の可愛らしいちびっこによるハワイアン

ダンスがこの日のハイライトでした。巌後にちびっこ

とヨットマン全員が手をつなぎ大きな輪にな'）“幸せ

なら手をたたこう．おててつないで”を大合唱して楽

しかった一日を終えました。そして翌日は，ロータス

Jr･ベガ・アリアドネ・月光・竜馬の若いクルー達が

ボート運搬・後片付けをしてこの親善ヨットレース”

も無事終了いたしました。こうして今日も又多数のヨ

ットマンが誕生しました。が問題はこれ以後です。こ

の機会にヨットに興味をもったちびっこ達が“ヨット

に乗りたい，教えて欲しい”と思っても現在はちびっ

こ達を受け入れる何の施設もありません。ヨット・置

場・管理指導のことなど問題はたくさんあります。こ

れらについては今後各方面より協力を得なければなら

ないでしょう。陰の立役者高沢さんご苦労様でした。

又来年もよろしく。

‐
垂
撰
；
⑲
！
’

（左）一生懸命ちびっこ

達（上）赤シャツをあ

わせてもらうちびっこ

油壷フリート主催

"第三回油壷ちびっこカップ

ヨットレース”報告

青海波清田博

NORCシーボニアブリート・諸磯フリートの応援を

得て“第三回油壺ちびっこカップヨ､ソトレース”が八

月十五日油壺湾入口で行なわれました。前日の夜よ'）

くもり時々小雨，当日はどんよりとした雲が空一面低

くたちこめ，肌寒く，，今にも雨が降り出しそうでした

が，たまに強いブローに見舞われる位でヨットには快

適な風でした。会場には朝早くから250名のちびっこ

選手,お母さん選手,100名の協力ヨットマンそして100

名の地元応援の人々が集まりました。ちびっこやお母

さん選手は，上手にOPボートを操り，観戦の私達は手

に汗をにぎって白熱したレース展開を暖〈見守I)まし

た｡“ちびっこヨットマンを育成しよう”"地元の人々と

仲良くしよう”をスローガンとして始ったこのヨット

レースも第三回を経て，ちびっこ達の腕前も大変上達

し，私達協力者も準備運営に大部手慣れてきました。

会場に面した油壺ヨッテル，油壺マリーナや，各別荘

の方達も心良く施設を利用させてくれました。今年は

特に安全面に気をつかい，レスキューボート部隊には

ベテラン月光･速烏氏が中心となl),応援の大儀見さん

もボートに乗って参加協力してくれ万一に備えました。

安全装備面はそよかぜ・ヒッポの分担で，三浦市でも

ちびっこ選手達に三億円の保険をかけるなど安全に対

する私達の意気込みが一致した様です。そしてレース

コミッティは，大世帯をほこる裕明グループです。こ

の親善ヨットレースを今後も永続させるには運営や資

金集めに無理をしては駄目です。今回もたくさんのヨ

ットマンに特に強制をせず自発的に寄付・寄贈品そし

て労務提供をお願いしました。三浦市のお母さん方に

はカレー作り・そば作りをお願いし，私達ヨットマン

は，ボート運搬・コミッテイ・レスキュー・配艇・安

へ

(28）
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『…震…雲….……=………一言…一言….！

；新苔録艇の紹介iリ

;--|.-~-"､･.--~--.--|.;
多

』セールNo.名，帆装，全長×水線長×巾×；
ヌ X

；炮水，オーナー名，フリート，その他の順§
＃ ＃
＃＃
灰ヰー恥葦や舞舜李霊承鐇､や罫や_雲雀蓉拳＝寧霊華巽遥舞詮器、墓奄雰、q希､＝や墓砥澆や莞、蓋や葦誼詫唾汽-●葦｡呉

|848BARRACUDAIIID・PetersonT/2

8,950×7,390×3,100×1,720川本恵一武豊艇名の

由来:｢BARRACUDAJは南洋を勇として泳ぎまわって

いる（カマス）の大物です。抱負：我々グループも三世

を進水させるに至|)，東海水域を中心にNORC各裡レ

ースに参加しヨットを通じ交友を一層深めたい。顔ぶれ：

全員が名古屋学院ヨット部の釜の飯を喰った奴等で「古

へ兵？」と自負している方の集')です。
|850VEGAVD.Peterson3/41,010×8,000

><3,390×1,840宮澤英夫，青木，石,島，大城，高田，

塚本，古川，緑川，宮森，能田！古野，森，松本(共同）

油壺艇名の由来：昭和40年7月7日七夕の日が我々の

会の発足の日です。織姫すなわちVEGA星ということ

です。抱負：3/4トンでガンバリます。又，大レースを

取')たいですね〃

|853PANDAIIオセアン226,650×5,500×2,400

X1,300杉浦実蒲郡艇名の由来：子供に好かれる

ため。抱負：時間さえあれば海に出たい。顔ぶれ：常に

顔を見ない人（ヨットの為に集まる人)｡NORCへの

要望：東海支部の発展。NORCのレースをもっと多く

してほしいb

|856PEGASUSIID.PetersonT/47;870><

6,350×2,500×1,520加地英一鳴尾艇名の由来：

星座（ギリシャ神話の中で翼をもった天馬）より。抱負

：レースを主体にやって行きたいと思っています。顔ぶ

れ：加地実,NORC正会員，ヨット歴10年。巴里俊次，

へヨット歴2年。毛利信人，森敏蔵，ビギナークルー。

|858KAZUゴールデンシャムロック30'-00''x

24'-60''×10'-2"×5'－9"有田一郎広端仁保艇

名の由来：妻の名の一部。抱負：レースにクルージング

に大自然の中て機械文明の中にどっぷりつかった生活を

忘れ，ほんとうに人間らしいヨットライフを楽しみたい

と思う。顔ぶれ：海の好きな仲間の大世帯。一人一人紹

介したいが20数名の共同オーナーでこの紙面に書ききれ

ず省略。NORCへの要望:広'約地域にハーバーらしい

ハーバーかはとんと'ないが，この点をなんとかしてもら

．いたい。

|86IREGULUSIIIなかよし308,808×7,162><

2,926×1,621在本博サントピアマリーナ艇名の由

来：星座の名前REGULUS(レグルス）小さな王様の意。

1862YURI渡辺修治32'6''32'－6''×25'-10"X

10↓－4"×5'－8〃吉村福徳三谷艇名の由来：愛妻の

名。抱負：時には家族と優雅に，時にはレースで激しく･

’867赤兎（せきと)TK-257,500×6,960><

(29）

2,366×1,520藤田憲汕壺艇名の由来：吉川英治氏

の三国誌の中にでてくる真紅の馬で英雄豪傑しか乗')こ

なせず，人云うに一日千里を走ると云われた名馬にあや

かってつけた艇名。抱負：クルージングが主で世界一周

か夢です。現在ウィンドベンをつけてよたよたと走るの

がやっとです。

|868DAKEIIGOLDENSHAMROCK8,990x

7,470×3,110×1,750井上禮三諸磯艇名の由来：

父の故郷島根県松江市郊外にある山の名称である｡抱負：

出来ればレースに参加して，帆走技術の厳しさを勉強し

たいと思います。顔ぶれ：武蔵工大出の加藤敏郎さん，

I可じく野口英男さんにお手伝いいただいています。

|874SEAGULLIIヤマノ､25117,550×5,870X

2,730×1,650浜井敏男広島海楽園

|875CRANEIIヤマノ､25117,550×5,870×2,730

><1,650佐久間義徳木更津艇名の由来：家号の｢千

代鶴」を英訳したもの。抱負：数多くのレースに参加し，

少しでも良いものを取り入れてゆきたい。顔ぶれ：浅井

更二郎(法大卒)，大山泰弘(東海大卒)，岡田武吉（セン

トラルボート社員)｡NORCへの要望：要望ではないが

我々は素人の集りみたいなものなのでよろしくご指導を

お願いいたします。

|877NOMIIID.PetersonT/28,950×7,390

X3,100×1,720野村1)IL西宮艇名の由来：ノミは古

来より小さなものの例であるか自身の体の100倍も飛ぶ，

又我がクルーのよく酒を飲むことからもノミ肋のノミを

とった。抱負：レースにクルージングに大いに英気を養

い度い。敵ぶれ：副侭，戸倉宏城。ウインチマン，浦野

重賢，上塚宏。水夫長，狩俣清一，司厨農，古川裕。ナ

ヴイケーター，奥村新一。NORCへの要望：大いに海

洋スポーツを振興させ海国日本を世界に拡め来るべきク

ォータートンカップに優勝できる艇が日本から出ること

を祈っております。

1878翔雲N-2407,300×5,820×2,670×1,400

正井良和石津艇名の由来：大海原にハバタク雲のよ

うに走るヨ,ソト。前の船の名前からです。抱負:T/4

76年全日本選手権に出場しまして上位入勝。77年の78年

ワールド選手権選考に勝って78年世界選手権には新艇にし

て出場します。顔ぶれ：76年T/4全日本出場にそなえて

翔雲グループに山崎市郎，高井利明か入会しました。正

井良和，スキツパー，33才，菓子商。山崎市郎，26才，

関大ヨット部OB,船具屋。高井利明,23*,船が好き

で三井造船に勤務。

|879MACHERELAETCIAD・PeterSonT/2

8,970×7,010×3,170×1,710内山安二脇田武，清水

勝彦，鈴木誠，田中義明，野口元，八木祥一，宮沢満，

中野義雄（共同）油壺艇名の由来：夢は大きく，限

りなく，いつも若さと活力を保って，冒険に対じ(峠)し

ていたい……という中年にありがちなあわいい願いをこ

めてフランス映画「冒険者たち」に出てくる美しい女性

の名"LAETICIA''を採用したもの。抱負：もとよI),
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暇も金も乏しい者ばかり。せっかくの艇ゆえに，乗った

ときは，大いに楽しむ所存。レースではすみやかなフィ

ーッシュを，クルージングでは，楽園のような楽しさを

心がけてゆく。顔ぶれ：内山安二・天下一品のひげを持

つまんが家。清水勝彦・電子計算機に強い中年ダンディ

ー。鈴木誠・山しょの実のようなファイトマン。田中義

明・体力気力精力智力すべて持った男。野口元・口数は

少ないベテランスキッパー。八木祥一・船酔いにも徹夜

にも強い独身貴族。宮沢満・経験豊富で一番若いロマン

チスト。中野義雄・仕事の早い物品調達スーパーマン。

脇田武・口ほどに人間は悪くない色黒No.1｡NORC"､

の要望：レーシングマシン的ヨット以外の艇でもそれな

りに十分楽しめるレースの企画と実施。

|884AKIIIBW-308,960×7,100×3,040X

1,680吉田清子小戸ヨットハーバー艇名の由来：

子供の名前より。抱負：レースに出て頑張りたい。顔ぶ

れ：スキッパー，主人。その他学生ヨット部出身4人。

社会人1人。

|888YOSHIKOⅢ大橋且典One-Off7,250X

5,800×2,700×1,500花川幸一郎衣浦艇名の由

来:YOSHIKOIIより。

’839北斗BW－308,980×7,529×3,029×1,090

石田光箱崎・漁港抱負：レース指向。顔ぶれ：浜田，

九大ヨット部OB･佐藤，産大ヨット愛好会。櫛野，製

薬会年。大野，テ“インキィーのりの女性クルー。

’890弥次郎兵衛ヤマハ25117,550×5,870×2,730

><1,650田辺豐一，近藤清一（共同）沼津艇名の

由来：弥次郎兵衛は不安定な状態の様でいて必ず元の状

態に立ち直ろうとするからヨットと一脈通ずる所がある

のではないか又姿名前共にユーモラスな所から命名しま

した。抱負：今迄ディンギーで4年乗っていましたが，

今だレースには出た事が無く，クルーザーは始めてなので

何を言っていいかわかりませんが，まず安全第一を目的

とし他の艇の走りを見，参考にして少しでも安全な走り

が出来る様，そしてより「早く」をもとめたい。顔ぶれ

：田辺豐一，近藤清一，井上幸一，白勢星三。NORC

への要望：極力レースを多くして下さい。

1894ARMADILLOVACANCE-28A8,600x

6,450×3,050×1,690山下直佐島マリーナ艇名の

由来：初めは，まったく意味がなかった。ただ親しみや

すい，よびやすい，覚えやすい名前を選んだ。抱負：新

艇に慣れるまでは，名前のとうりバカンス向けに乗りた

い｡クルーが強化されたころから,手軽なポイントレー

スに出て腕を磨き，今年は無理かもしれないが，来年の

鳥羽レースには是非、参加したい。顔ぶれ：江頭健一，

大熊力三，川村光冶，福田徹，森健二，橋本弥生，小林

久仁代

l899RIODESURD・PetersonT/47,870X

6,350×2,500×1,520丹羽由昌衣浦抱負:1976年

Qトン世界選手権を手はじめに，78年の日本開催のWO

RLDには上位に入賞したい。顔ぶれ；走ることに徹し

(30)

たレーサーで固めたクルーです。

’901アカデミーIPION8,990×7,100×2,930X

1,720羽生典正防衛大学校走水艇名の由来：防

衛大学校の訓練艇として数隻入手予定の一号艇である。

従って校名の英語名,THENATIONALDEFENSE

ACADEMYよりとり，更にシリーズの一号艇故，アカ

デミーIと命名した。抱負：レベルレース，ポイント

レース等で腕を磨き，近い将来長距離の外洋レースに出

場して立派な成績を挙げる積りである。顔ぶれ：ヨット

部員の上級生が主体となり，それに海上自衛隊の士官で

あるOBが加わることになろう。

|905CHIHIROIIID.Peterson3/410,000X

8,130×3,200×1,800大石洋一サントピアマリーナ

抱負：諸レースに参加し，優勝すること。顔ぶれ：当社

社員。敏腕なるクルー。 へ

1907珪沙(YOHSA)K30A8,900×7,300><

2,900×1,700田代雄一走水艇名の由来:|日制浦高

の寮歌の一節よ')採る。塔は美玉であり剣を飾る。一説

には伝説の木の実で食べると素敵な夢をみる由。つまり

我が艇のクルーは皆粒選りの珠玉であるとの意。

’908松籏ヤハマ257,550×5,870×2,730×1,650

柴田茂清水艇名の由来：松に風があたる音と，セー

ルに風があたる音と似ているので。

|909BILLYTHEKIDDN-2407,300×5,820

×2,670×1,470望月誠清水艇名の由来：オレたち

がレースなんかでても‘‘ビリズラキット，，より，ワッカ

ルカナ？顔ぶれ：山本新治・源平豊（2人とも女房をも

らったバカリ）。

|90ISERABIIIID.PetersonT/28,950><

7,390×3,100×1,720秋田直哉葉山艇名の由来：仏

語"c'estlavie''から来ている。「生きがい」という

ような意味。抱負：レースに勝つこと。顔ぶれ:SERA

BIIIから引継ぎ。鎌田，石川，伊藤，藤井，久野。

|9IIURARA(うらら)0'DAY-257,630×へ

6,720×2,570×1,420田口藩油壺艇名の由来：進

水の時期も丁度春うららの最盛時でありますので。抱負

：初心者が殆んと・ですし，私もしばらく中断致して居り

ましたので，初心に帰ってじっくり勉強したいと思って

おります。

|913ADLERゴールテ.ンシヤムロ‘ソク8,990×7,470

X3,100×1,750藤田光男シーボニア艇名の由来：

ギリシャ神話より鷲の意。抱負：早くレースに参加でき

るよう勉強したい。NORCへの要望：クルー2人とも

ヨットには2．3度乗ったことがある程度です。

1916雰11(ぜろ1I)VELA247,250×6,080><

2,370×1,480古僑武生，岡田正弘，堀正己。（共同）

衣浦抱負：クルージング8，レース2．

’917みたらいヤマノ､308,970×7,000×3,020><

1,580中勘徳一下松港艇名の由来：私の出身地光

市室積港は古くから上関と共に港町(漁港)として栄え，

室積港のある湾を「みたらい湾」と呼ぶところから「み



昭和51年9月1日 NORCだより 第19号

たらい」とつけた。抱負：現在下松，徳山，防府，光，

新南陽地区のヨット仲間で周南ヨットクラブをつく｝)そ

の御世話をさしていたた､いている関係上正しいヨットマ

ンのありかたや，その他の事を共に勉強したいので，よ

ろしく御指導お願いします。顔ぶれ：中胎茂,神成三平．

荒堀允文

l918TOMBOYSK3131'－O''×23'-9〃×9'-0"

×5'－8'′柳lll翼村，鈴木史郎，阿部峯男，安田久夫，

生川鉄男，伊藤寛滴り北岡泰閑，別所建二，森勝幸｡(共

同）四日市艇名の由米：“じゃじゃ馬娘，，の愈味。

|920LEILANIIIID.PetersOnT/28,950X

7,390×3,100×1,720'l､坂欣也的形（木場）艇名

の由来：ハワイアンの曲「スイートレイラニ」より。抱

負：主にレース活動を行う予定。顔ぶれ：家族及び社会

へ、人，大学生を中心に。
1923GARIBBEANSEAGULLカリブプロト

7,040×5,900×2,650×1,530村山秀夫干葉艇名の

由来：「カリブのかもめ」いつも挑戦するカリブのかも

めという由来よ')。抱負：レースにも出たい。

’926幸（さち）坑ンフアンT/28,950×7,800

X3,030×1,630富田剛旦，闘田昇平（共同）′j,網代

艇名の由来：妹の名より。抱負：安全検査のいらない小

レースにて楽しみたいと思います。又，兄弟で一緒にで

きるスポーツは楽しいものです。顔ぶれ：安藤正雄,（ド

ラゴン世界選手権に参加)NORCへの要望：レース

本位の連営も結構ですか，気楽な小レースも企画しても

らいたい。

1927DateLineピアスT/47,200×6,350×2,800

X1,350松井正安，林，片山，原田，小沢，梅田，鈴

木，白石，（共同）諸磯抱負：レースにも，ぱちぱ

ち出てみたい。

|069ALBIREOTOBASK3131'-00〃×24'-

02''×9'－03''×5'-68''、↑本康郎，杉原，ハ･上，岩佐，

へ入u,尾崎，中岡，山岡,!|'村（共同）鳥羽
|255CHICOエクメ・ド・メール7,950×5,900><

2,650×1,500牧明弘汕壺

|671.YUKI-IIIエクメスポーヅ7,580×5,530X

2,660×1,480満水勇夫佐l舟

1733U・F.O.スカンピ8,970×7,000×3,020×1,5

80川J;ﾙ正迪油壺スチュアート・エル・モンロー。

艇名の由米:UNIDENTIFIEDFLOATINGOBJECT.

の略,（未確泓浮遊物体）抱負：クルージングを主に楽

しみたい。たまにはレースにも出てみたい。UNIDENT-

IFIEDFLYINGOBSTACLEとなI)得るか？

’745鬼ツ子丸11ブルーウオター9,000×7,500X

3,000×1,600加藤直,大烏1iW_MII,伊藤英二,日比谷

｜場一良，締方偏次，辰己吸正，樫田善太郎，1も形糾太郎，

鈴木厚次（共同）油壺

|806TORITONヤノ、マ257,550×5,870×2,730

X1,650橘本正浩琵琶湖

’827麻規3世ヤマハワントン11,000×9,860><

(31）

〃1976年度Q.-TONCUP世界

選手権レース参加艇に2艇の追加〃

前号にお知らせの北米テキサス州コーパス・クリス

ティで開催の本年度Q.-Ton世界選手椎レースに、更

に2艇の追加エン|､リーがあり、レベル・レース両委

li会では計4艇の日本代表を推薦いたしました。

記

第1順位1846CHOU-CHOU(近藤弘毅）

N-2401976年3月日本で進水

第2順位1820RIODESUR(丹羽由昌）

DOU261976年3)j日本で進水

第3順位1972SAKE(木原俊男）

KIHARA241974春北米で進水、チャーター艇

第4順位20696MIDNIGHTHAMMER(羽柴宏昭）

Biudworth271976年8月北米でifホ、チャーター艇

3,600×2,050小I{|奈義，小H1久椰，′1,田倍穏小田展

弘（共|可）西'{:W艇名の由来：踵女の名前。抱負：械

械的にレースに参"Ⅱしたい。その中で大いに勉強したい。

敵ぶれ：私の兄弟股びその友人。

’835うみつばめⅥ7,490×5,800×2,550×1,500

大宅弘義，上林英可，陸木重郎，松井幸夫，木村隆雄

（共|可）琵琶糊1

1851TlAR｜ヤマハ25117,550×5,870×2,730><

1,650吉村好時，小沢迷司，鈴木伸)ﾝ，高橋勝｡(共同）

il'i水（大洋バース）艇將の由来：花のような女（オ|､メ）

抱負：ビックレースヘの参加。太~､|z洋横断。

I863PANDINAⅢエクメ・ド・メール7,900><

5,900×2,650×1,500八木正生甜郁艇名の由来：

パンダの愛称の愈・抱負：全支部レースを出場する無。

“ぶれ：鈴木自動'liヨ‘ソト部OB｡NORCへの要望：

支部に於いてもっとレースを多くして欲しい。合同クラ

ブレースのような形を主雌するのも良いのではないか。

’864ランニンク．ブルースプレンダNZT37,490x

6,100×2,520×1,300加藤力雄湖It艇名の由来：

RunningBlueと:I.1＃いておりますが,正式にはRuninBlue

と番きます。恵味は，1片金をかかえてふさぎこむと解釈

しております。しかしRunin'Blueではゴロが悪いので

RunningBlueとした由です。意味は走る青(名馬"'')

です。抱負：これまで1年間内浦湾親善レースに参加し，

クルーの腕もあるf',!度li'l上したので，今後は支部レース

に参加しより一届技術のli']上をめざしたいと思います。

伽ぶれ：山口昭夫：スキッパー。スキ､ソパーであるが，

デ‘ソキワークはほとんど彼が行い，腕はたしかである。

松浦｜唯：メンバーの内で一番冷肺であるためナビケー

タを努める唯一の:"M:者。室伏悟：メンバーの内で一

稀大衲である。力もあるのでシー|､ll砂作専門であるが欠

"lol､,〈はあまり動きたがらないことである。笠原和夫：一番

%'f<,運動神経も良さそうであるので承も期待している

クルーである。フォアテ．､ソキマン。

※今回の新艇紹介覚に禍戦しました各艇全部のRigは，

Sloopでした。
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1976年度上半期レース入賞艇一覧表レース委員会
本部主催レース 関東支部主催レーズ 関東支部フリート主催レース

雨5第2回洲本レース

（5／2～5／5）

第17回鳥羽パール
・レース

（7／30－8／1）

1976年初脇ﾚｰｽ

（4／3～4／4）

沿岸レース(術磯

（3／7）

6岸レース(油つぼ）

（6／6）

第10回大品回航レ
ース

（5／2～5／3）

洲本市長杯

三浦市長杯

越後杯

①CATHARINA
TOO

2天城II

3CORAILBLUE

運輸大臣賞
パール･カップ

①SURUGAII
2VIND

FEMPE・DEL

3MAUPITI

ｵﾘﾝバｽ･カップ

①DJANGO

オ
ー
ル
総
合

総

シーラ杯（I～111）
①SURUGAII
鳥羽市長杯(Ⅳ）
①MAUPITI
鳥羽市観光

協会長杯(V）
①陽焔II
バレリーナ・

カップ(VI）
①翔糞
メール･エスープリ杯

（NORC-N）
①LEGOELAND
m

龍王杯（I～v）
①JINⅥ
2陽焔11
3GORGON

K･7カップ（I～V

①八丈ⅡI
2CATHARINA

TOO

3JINⅥ

グ
ル
－
プ
総
合

合

3副螂
2KO－TERU

TERU

3CHOU－CHOU

犬山杯(Ⅵ）

①CHOU-CH(〕U
2TRACER

3千勝V
賞

へ

1.SURUGAII

2.VIND

FEMPE－DEL

3､CONTESSAVl

1.CONTESSAⅥ 1.祐明 1．K－7 1．CONTESSAⅥ

2.RYUO
I

1

III

1.天城 1.MAUPITI

2.NARUMIIII

3.VEGAV

4､PLUMERIAIII

1.MARTHA

2.HIROII

3.PLUMERIAⅢ

1.MAUPITI

2.HIROII

3､八洲11 Ａ

Ｉ
１１

面
Ⅱ
厩

〃
Ｏ
刷

川
眠
皿

Ｍ
Ｈ
Ｐ

Ｉ
２
３

1.MAUPITI

2,MARTHAⅣ

I、CATHARINA

TOO

2.CORAIL

BLUE

3.梓

1.陽焔11
2.SERABIIII

3･CRAZY－BLUE－D

4･ALPHAII

5.RANGERTOO

6.八丈IⅡ

1.八丈Ⅲ
2.CATHARINA

TOO

3.JINⅥ

4.TSURUGI

5,青海波

1.JINⅥ

2.陽焔11
3.GORGON

4祥鳳
5.PUSSY’

Ｘ
Ｒ

恥
班
唖

Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｅ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｆ

１
２
３

1.JINⅥ

2.侍11
3.RANGER

TOO

】
ｎ
く
り
４
詮
二
院
Ｊ
か
、
》

V
祥鳳
PUSSYCATS

III
め

１
２
３
４

1.栩雲
2.PASSAT

3.ESMERALDA

4.ORIENTAL

WIND

5.KO－TERU

TERU

6.CRAZY･BLUE･E

1.DJANGO

2.KO－TERU

TERU

3.CHOU－CHOU

4.CHACHA

5.EBBTIDE

1.CHOU－CHOU

2､TRACER

3,千勝
4.PASSAT

1．DJANGO

2,かめらIⅡ

3.ESMERALDA

1．ESMERALDA

2.かめらlll

3.YUKI－IIス
←

Ⅵ

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｎ

1.LE60ELANDm

2.うみつばめVl

3．ADAD

4.CRANEII

5､禰迩

賞

フ
ァ
ー
ス

ト
・
ホ
ー

ム
賞 秋田トローフィー

SUNBIRDGO

(注:優勝杯は○印の艇に授与される｡崖

編集後記
事務局からのお知らせ

この大海原を小さな帆船で航海している人達は何を

本年度年会費についてのお願い求め，何の為に出かけるのだろうか。紀元前の遠い昔，

本年もすでに半期を経過いたしましたが，年会費をポリネシア人はアジア大陸の奥深くヒマラヤのアッサ

まだ納めておられない会員もあります。各支部事務局ムで生活していたと云う。彼等は海を求めてタイに移

経由の上，至急お払い込みください。特別会員15,000,動し､1つのグループ｡は，インドネシアを経て太平洋
正会員5,000,準会員2,000・関東支部会員は関東支部へと散っていった。さらにもう’つのグループは，イ

基金としてそれぞれ1,000の加算となI),住友銀行虎ンド洋を渡り遠くアフリカに近いマダカスカル島へと

ノ門支店，普通預金口座，日本外洋帆走協会，へ振l)たどりついた｡彼等は'星の位置と波の高さをたよl)に

込んでください。危険をおかして大海原を漕ぎ進んだ。何を求め，何に

住所変更についてのお願い糧を求めたのだろう……。彼等をみちびいたのは，未

会員のなかには，住所を移転されても事務局へ住所知の世界だったかも知れない。新しい生活だったかも

の変更先をお知らせくださらない人が多数あり，発送知れない。現代の人達が，大海原に出かけていくのも，

物が戻ったりして困惑しております。本人が気付かなまた'司じロマンだろうか。何かに没頭し，夢中になる

い場合もあると思われますので，オーナーまたはクル－今日のシラケ時代に対する挑戦だろうか？私はそ

ーの仲間からお知らせください。れが知りたい。（泉織香記）

（32）


